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Ⅰ．調 査 概 要 

１．調査の趣旨 

津波避難行動と被害の関係を分析し、今後、必要な避難対策を進める上での資料とするため、避難者の  

避難行動等に関する実態調査を実施。（内閣府・消防庁・気象庁共同調査） 

２．調査の対象 

１）調査対象者 

岩手県、宮城県、福島県の沿岸地域で県内避難をされている被災者の方 870名 

（岩手県：391名、宮城県：385名、福島県：94名） 

２）調査方法 

仮設住宅・避難所を訪問し、面接方式で実施 

（調査員が調査票を持参し、調査に同意の得られた方に一問一答で回答を記録する方式） 

３）調査時期  

７月上旬から下旬 

午前9時～午後６時を基本として、1名につき30分～60分程度 

1 



Ⅱ． 調 査 結 果 

2 



問１．１ 避難所での生活期間 

岩手県 宮城県 福島県 

• 災害直後から避難所での生活期間について調査した。岩手県と福島県が「９１日以上」
が多く、宮城県では「６１～９０日」が多い。 

• ３県ともに「６１日以上」の長期の避難所生活が続いている人が半数以上を占めている
ことが分かる。 

全員が回答 Ｎ=870 

全体 

9%

2%

4%

13%

27%

25%

20%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１～７日

８～１４日

１５～３０日

３１～６０日

６１～９０日

９１日以上

無回答

N=870

8%

2%

5%

14%

22%

29%

20%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=391

10%

3%

4%

12%

35%

19%

18%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=385

13%

2%

1%

11%

19%

31%

23%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=94
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問１．２ 災害直後からの避難所での生活について【困っていること】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 避難所での生活で困っていることを調査した。「シャワーや入浴があまり出来ない」と
回答した方が最も多く、着替えやプライバシーの確保、さらに食事環境への改善を答
えている人が多い。3県の傾向は、ほぼ同じ状況にある。 

全員が回答 Ｎ=870 

9%

29%

34%

21%

10%

20%

6%

6%

6%

7%

6%

47%

11%

2%

10%

11%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=94

44%

40%

47%

44%

35%

22%

17%

11%

14%

11%

14%

54%

30%

15%

13%

9%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=385

35%

34%

41%

36%

27%

20%

12%

7%

11%

9%

12%

47%

25%

10%

13%

10%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=870

32%

29%

37%

31%

23%

18%

9%

5%

9%

8%

11%

40%

24%

6%

13%

12%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道、電気、ガスなどのインフラが復旧していない

満足できる食事が出ない

着替えが尐ない

プライバシーが確保されていない

テレビやパソコンなどが尐なく、欲しい情報を得ることが難しい

家族の安否が確認できず、不安だった

被災前の地域コミュニティが確保されていない

話し相手が尐ない

子どもが遊べたり、友人と話せるようなスペースがない

医師や看護士などの巡回が尐ない

常用している薬が不足している

シャワーや入浴があまり出来ない

トイレの数が尐ない

ゴミ処理のルールがなく、不衛生になっている

その他

特にない

無回答

N=391N=5

全体 

32%

29%

37%

31%

23%

18%

9%

5%

9%

8%

11%

40%

24%

6%

13%

12%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=391
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問２．１ 仮設住宅での生活期間 

岩手県 宮城県 福島県 

• 仮設住宅での生活期間について調査した。３県ともに「３１～６０日」が最も多い。 
• 次いで、「６１日以上」から「１５～３０日」と続いている。 

仮設住宅にお住まいの人が回答 Ｎ=829 

5%

5%

15%

55%

18%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=829

8%

7%

22%

41%

21%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=360

3%

4%

12%

65%

15%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=375

2%

0%

5%

75%

18%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=94

全体 

8%

7%

22%

41%

21%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～７日

８～１４日

１５～３０日

３１～６０日

６１日以上

無回答

N=360
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問２．２ 仮設住宅での生活について【困っていること】 

• 仮設住宅での生活環境で困っていることについて調査した。３県ともに「部屋が狭い」
が一番多く、次いで、「空調設備が整ってなく、部屋の中が暑い」「部屋の中に虫が出
る」が続く。 

仮設住宅にお住まいの人が回答 Ｎ=829 

岩手県 宮城県 福島県 全体 

53%

34%

45%

39%

7%

8%

7%

10%

20%

24%

6%

21%

10%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

部屋が狭い

隣の部屋の物音が響く

空調設備が整ってなく、部屋の中が暑い

部屋の中に虫が出る

家庭用電化製品が十分でない

バリアフリー住宅でないので困っている

仮設住宅の周りの人との人間関係

被災前の地域コミュニティが確保されていない

病院など生活に欠かせない施設までの距離が遠い

避難所生活に比べて、生活費がかかる

食事を自分で作らなければならない

その他

特にない

無回答

N=829

50%

30%

41%

42%

7%

6%

4%

9%

24%

18%

5%

23%

12%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

N=360

52%

35%

47%

42%

8%

10%

10%

11%

17%

31%

9%

17%

10%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

N=375

70%

49%

53%

16%

7%

7%

4%

5%

12%

20%

1%

27%

5%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

N=94
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問３． 今、気になっていること 

岩手県 宮城県 福島県 

• 今、調査対象者の気になっていることを調査した。３県ともに「自分の住んでいた地域が
どうなるのか知りたい」が多く、次いで、「地域の復興がどうなるのか早く示して欲しい」
「生活支援策を早く示して欲しい」「地震や津波に強いまちづくりを進めて欲しい」と続く。 

全員が回答 Ｎ=870 

全体 

68%

4%

30%

9%

26%

8%

25%

35%

57%

40%

19%

44%

11%

6%

0% 20% 40% 60% 80%100%

自分の住んでいた地域がどうなるのか知りたい

避難所から出て早く仮設住宅に入りたい

仕事や家族の生活の見通しが見えない

子供の学校の見通しが知りたい

洪水・土砂災害や高潮災害等の二次災害への備えを進めて欲しい

電気水道ガス等、ライフライン復旧工事を早く完了させて欲しい

道路、港などのインフラの復旧工事を早急に進めてほしい

余震や余震による津波への備えを進めて欲しい

地域の復興がどうなるのか早く示して欲しい

地震や津波に強いまちづくりを進めて欲しい

病院や介護を、今後適切に受けられるのか知りたい

生活支援策を早く示して欲しい

その他

特にない

N=870

66%

6%

26%

10%

24%

7%

25%

33%

57%

38%

20%

39%

12%

7%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=391

69%

3%

34%

9%

31%

11%

26%

40%

58%

44%

19%

47%

10%

5%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=385

76%

0%

31%

6%

20%

2%

18%

27%

51%

30%

15%

54%

16%

4%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=94
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問４． これからのまちづくりについて 

• これからのまちづくりに関する考えを調査した。傾向的に「自宅があった地区で安全
な場所に戻りたい」と「自宅があった場所に戻りたい」は均衡している。福島県は、「地
区単位でまとまって市町内の安全な場所に移り住みたい」も比較的に多い。 

 全員が回答 Ｎ=870 

27%

27%
20%

15%

6%

2%

3%

全体

N=870

27%

29%

16%

14%

7%

4%
3%

岩手県

N=391

27%

24%22%

17%

6%

1%

3%

宮城県

N=385

22%

32%

26%

10%

5%

2%
3%

自宅があった場所に戻りた

い

自宅があった地区で安全な

場所に戻りたい

地区単位でまとまって市町

内の安全な場所に移り住み

たい
地区の人とは関係なく市町

内の安全な場所へ移り住み

たい
市町外の安全な場所へ移り

住みたい

福島県

N=94

22%

32%

26%

10%

5%

2%
3% 自宅があった場所に戻りたい

自宅があった地区で安全な場所に戻りたい

地区単位でまとまって市町内の安全な場所に移り住みたい

地区の人とは関係なく市町内の安全な場所へ移り住みたい

市町外の安全な場所へ移り住みたい

その他

わからない

福島県

N=94
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問５． 津波から地域を守るために必要なこと 

岩手県 宮城県 福島県 

• 津波から地域を守るために必要なことを調査した。３県とも「沿岸で大きな揺れを感じ
たら、１秒でも早く高いところへ避難する」「津波情報等が停電であっても確実に伝わ
るようにする」「防潮堤等の防災施設を強化する」「津波危険箇所の明示とそこに住ま
ないようにする」と続いている。 

 全員が回答 Ｎ=870 

全体 

73%

61%

29%

24%

25%

39%

40%

33%

33%

18%

6%

3%

0% 20% 40% 60% 80%100%

沿岸で大きな揺れを感じたら、１秒でも早く高いところへ避難する

津波情報や避難に関する情報等が、停電時であっても確実に伝わるようにする

津波警報や津波の高さの予測精度を高める

津波の避難訓練や研修会を促進する

学校等の防災教育を推進する

津波に危険な所を分かりやすく明示し、そこに住まないようにする

防潮堤等の防災施設を強化整備する

津波に対応した避難所の所在が分かるように看板などを設置する

津波に危険な地域住民を収容できる避難タワー等の避難施設の設置

津波や地震の研究推進と科学的な検証を行い、地域防災に活用する

その他

わからない

N=870

79%

58%

28%

23%

25%

36%

39%

33%

30%

17%

8%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=391

65%

63%

30%

26%

28%

41%

40%

32%

41%

22%

5%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=385

80%

66%

27%

23%

16%

45%

47%

37%

17%

12%

1%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=94
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問５． 津波から地域を守るために必要なこと【最も重要なもの】 

• 津波から地域を守るために必要なことの中でも最も重要なものをひとつ調査した。３
県ともに「沿岸で大きな揺れを感じたら、１秒でも早く高いところへ避難する」が多く、
次に「津波情報等が停電であっても確実に伝わるようにする」と続いている。 

 全員が回答 Ｎ=870 

岩手県 宮城県 福島県 全体 

51%

20%

3%

2%

1%

6%

6%

2%

4%

1%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80%100%

沿岸で大きな揺れを感じたら、１秒でも早く高いところへ避難する

津波情報や避難に関する情報等が、停電時であっても確実に伝わるようにする

津波警報や津波の高さの予測精度を高める

津波の避難訓練や研修会を促進する

学校等の防災教育を推進する

津波に危険な所を分かりやすく明示し、そこに住まないようにする

防潮堤等の防災施設を強化整備する

津波に対応した避難所の所在が分かるように看板などを設置する

津波に危険な地域住民を収容できる避難タワー等の避難施設の設置

津波や地震の研究推進と科学的な検証を行い、地域防災に活用する

その他

わからない

N=870

51%

20%

3%

2%

1%

6%

6%

2%

4%

1%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

N=870

60%

15%

2%

2%

1%

4%

5%

2%

3%

1%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

N=391

41%

25%

3%

2%

2%

6%

7%

2%

5%

2%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

N=385

58%

18%

2%

2%

1%

11%

6%

1%

0%

1%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

N=94
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問６． 地震が発生した時にいた場所 

• 地震が発生した時（３月１１日午後２時４６分頃）に居た場所を調査した。３県ともに
「自宅」にいた人が半数以上となっている。 

全員が回答 Ｎ=870 

58%

18%

0%

10%

5%
5%

0%

0%

1%
1%

1%

全体

N=870

74%

8%

0%
4%

3%

5%
0%0%0%
3%

3%

自宅

会社

学校

上記（自宅・会社・学校）

以外の建物

屋外で過ごしたり、歩い

たり、自転車などに乗っ

ていた

福島県

N=94

74%

8%

0%

4%
3%

5% 0%0%0%

3%
3% 自宅

会社

学校

上記（自宅・会社・学校）以外の建物

屋外で過ごしたり、歩いたり、自転車などに乗っていた

車・バイクを運転中だった

電車やバスなどに乗っていた

船に乗って沖に出ていた

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、内陸部

その他

福島県

N=94

59%
16%

1%

12%

4%
6%0%

1%0%
1%1%

0%

宮城県

N=385
52%

22%

1%

10%

6%
5%

0%

0%

1%

1%
2%

0%

岩手県

N=391
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問７． 地震が発生してから揺れている間の行動・意識 

• 地震が発生してから揺れている間に感じたことと行ったことを調査した。３県ともに
「立っていることができなかった」「動くことができなかった」が多い。その他の意見とし
て、「何もせずにじっとしていた」と続いている。 

岩手県 宮城県 福島県 

全員が回答 Ｎ=870 

41%

38%

24%

27%

22%

1%

26%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

立っていることができなかった

動くことができなかった

恐怖を覚え、物につかまりたいと感じた

何もせずじっとしていた

頑丈なものにつかまって身をささえた

地震に気がつかなかった

その他

N=870

31%

29%

20%

24%

19%

1%

33%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=391

48%

45%

29%

31%

22%

0%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=385

49%

46%

22%

21%

31%

0%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=94

全体 
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問８． 地震の揺れがおさまってからの行動 

• 地震の揺れがおさまってからの行動について調査した。３県ともに「避難した」が半数
以上となっている。さらに「避難の準備をした」「家族や知人の安全を確認した」「外に
出て様子を見た」が多い結果となっている。 

岩手県 宮城県 福島県 

全員が回答 Ｎ=870 

26%
7%
7%
12%

0%
8%
9%
12%

8%
4%

58%
27%

24%
2%
0%

5%
15%

2%

0% 20% 40% 60% 80%100%

家族や知人の安全を確認した

近所の人たちの安全を確認した

テレビから情報を得ようとした

ラジオから情報を得ようとした

パソコンから情報を得ようとした

携帯電話（i モードなど）から情報を得ようとした

自治体の防災行政無線の放送に注意した

火の始末をした

自宅内の散らばったものや落ちてきた物の後片付けをした

避難するかどうか家族と話し合った

避難した

避難の準備をした

外に出て様子を見た

海や港の様子を見に行った

船を沖に出した

避難誘導をはじめた

その他

特に何もしなかった

N=870

23%
5%
7%
9%

0%
7%
10%
11%

6%
3%

58%
26%

20%
2%
0%

6%
15%

3%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=391

29%
9%
8%

16%
0%

10%
8%
12%

8%
4%

58%
24%
24%

1%
0%

6%
16%

1%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=385

全体 
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30%
9%
7%

4%
0%

6%
6%

15%
11%
11%

56%
41%

37%
6%

2%
1%

10%
1%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=95N=94 



• 地震が発生した後、自身がいた場所で停電したかを調査した。岩手県･宮城県は6割
近くが「揺れている間に停電した」となった。 

• 福島県は、「揺れている間に停電した」は約32％であるが「揺れが収まって停電」を含
めると約49％になる。 

• 「停電しなかった」との回答は、僅か約２～９%であった。 

問９． 地震の揺れによる停電 
全員が回答 Ｎ=870 

57%

11%

3%

8%

21%

全体
N=870

61%
11%

3%

8%

17%

岩手県
N=391

57%

10%

2%

8%

23%

宮城県
N=385

32%

17%
9%

15%

27%

揺れている間に停電し

た

揺れが収まって、すぐに

停電した

停電しなかった

地震の後、避難のた

め、すぐに外に出たの

でわからない

福島県
N=94

32%

17%
9%

15%

27%

揺れている間に停電した

揺れが収まって、すぐに停電した

停電しなかった

地震の後、避難のため、すぐに外に出たのでわからない

わからない

福島県
N=94
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問１０． 安否の確認（発信） 

• 津波が来るまでの間で電話やメールによる家族や知人の安否の確認の状況を調査し
た。３県とも「安否の確認をした」「安否の確認をしようとしたができなかった」が約50％
前後であった。 

全員が回答 Ｎ=870 

21%

31%

48%

3%

全体
N=870

15%

32%
53%

0%

岩手県
N=391

26%

29%

44%

8%

宮城県
N=385

21%

34%

45%

0%
安否の確認をした

安否の確認をしようとし

たができなかった

安否の確認はしなかっ

た

無回答

福島県
N=94

21%

34%

45%

0%

安否の確認をした

安否の確認をしようとしたができなかった

安否の確認はしなかった

無回答

福島県
N=94
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付問１０．１ 安否の確認をした相手 

岩手県 宮城県 福島県 

• 問１０で「安否の確認をした」、「安否の確認をしようとしたが出来なかった」と回答した
方に対して、安否の確認をした相手を複数選択で調査した。全体では、「同居してい
る家族」が約69％で「同居していない家族」が約36％と多くが家族への安否確認と
なっていることが分かる。 

問10で「1.安否の確認をした」「2.安否の確認をしようとしたが出来なかった」を選択した人が回答 Ｎ=449 

36%

69%

18%

14%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同居していない家族

同居している家族

親戚

友人や知人

避難支援をする要援護者

その他

N=449

39%

67%

21%

17%

1%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=214

33%

68%

14%

11%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=183

33%

77%

17%

8%

0%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=52

全体 
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付問１０．１－1 安否の確認をした手段【同居していない家族】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 「1.同居していない家族」に安否の確認をしたと回答した方に、安否確認の手段を調
査した。「携帯電話による通話」が約58％～70％に及んでいる。 

付問10.1で「1.同居していない家族」を選択した人が回答 Ｎ=161 

11%

67%

21%

10%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=161

15%

58%

23%

13%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=60

7%

70%

23%

10%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=84

3

14

1

0

0

0 5 10 15 20

N=17

全体 
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付問１０．１－２ 安否の確認をした手段【同居している家族】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 「2.同居している家族」に安否の確認をしたと回答した方に、安否確認の手段を調査し
た。「携帯電話による通話」が、約53％～76％となった。 

付問10.1で「2.同居している家族」を選択した人が回答 Ｎ=308 

7%

69%

25%

17%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=308

6%

66%

29%

17%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=124

7%

76%

26%

14%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=144

10%

53%

10%

28%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=40

全体 
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付問１０．１－３ 安否の確認をした手段【親戚】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 「3.親戚」に安否確認をしたと回答した方に、安否確認の手段を調査した。「携帯電話
による通話」が、全体の約69％となった。 

付問10.1で「3.親戚」を選択した人が回答 Ｎ=80 

11%

69%

23%

13%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=80

5

16

5

3

1

0 5 10 15 20

N=25

1

4

1

3

0

0 5 10 15 20

N=9

7%

76%

26%

9%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=46

全体 
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付問１０．１－４ 安否の確認をした手段【友達・知人】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 「4.友達や知人」に対して安否確認をしたと回答した方に、安否確認の手段を調査し

た。３県ともに「携帯電話による通話」が多く、次いで「携帯電話によるメール」になっ
た。 

付問10.1で「4.友達や知人」を選択した人が回答 Ｎ=62 

8%

60%

34%

19%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=62

8%

68%

35%

16%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=37

2

9

8

5

1

0 5 10 15 20

N=21

0

3

0

1

0

0 5 10 15 20

N=4

全体 
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付問１０．１－５ 安否の確認をした手段【要援護者】 

岩手県 宮城県 

• 「避難支援をする要援護者」への安否確認をしたと回答した方に、安否確認の手段を
調査した。 

付問10.1で「5.避難支援をする要援護者」を選択した人が回答 Ｎ=3 

1

0

0

2

0

0 2 4 6 8 10 

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=3

1

0

0

0

0

0 2 4 6 8 10 

N=1

0

0

0

2

0

0 2 4 6 8 10 

N=2

全体 福島県 
該当者なし 
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0

1

0

0

0

0 2 4 6 8 10 

N=1

付問１０．１－６ 安否の確認をした手段【その他】 

岩手県 宮城県 福島県 

付問10.1で「6.その他」を選択した人が回答 Ｎ=10 

• 「6.その他」と回答した方は、学校や会社などに安否確認をしている。安否確認の手
段は、「携帯電話による通話」が多い。 

1

9

2

2

0

0 2 4 6 8 10 

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=10

0

2

1

1

0

0 2 4 6 8 10 

N=3

1

6

1

1

0

0 2 4 6 8 10 

N=6

全体 
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付問１０．２ 安否の確認をしようとしたが出来なかった理由 

• 「2.安否の確認をしようとしたが出来なかった」と回答した方に、その理由を調査した。
３県ともに「確認する手段が停電や地震の影響で使えなかった」が70％前後となって
いる。 

問10で「2.安否の確認をしようとしたが出来なかった」を選択した人が回答 Ｎ=268 

16%

6%

73%

4%

1%

全体
N=268

12%

6%

77%

3%

2%

岩手県
N=124

20%

4%

71%

4%

1%

宮城県
N=112

16%

9%

66%

9%0%

安否の確認のために連

絡はしたが、相手の安

否は確認できなかった

確認する手段がなかっ

た

確認する手段が停電や

地震の影響で使えな

かった

安否の確認をする余裕

がなかった

その他

福島県
N=32

16%

6%

73%

4%

1%

安否の確認のために連絡はしたが、相手の安否は確認できなかった

確認する手段がなかった

確認する手段が停電や地震の影響で使えなかった

安否の確認をする余裕がなかった

その他

全体
N=268
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付問１０．３ 安否の確認が出来なかった後の行動 

• 「2.安否の確認をしようとしたが出来なかった」と回答した方に、さらに安否確認をする
ための行動を調査した。さらなる安否確認を行っていないが半数強になったが、30％
前後は、安否確認のため自宅や職場などへ向かっている。 

問10で「2.安否の確認をしようとしたが出来なかった」を選択した人が回答 Ｎ=268 

17%

7%

4%
0%

2%

13%

57% 全体
N=268

17%

8%

4%
0%3%

14%

54% 岩手県
N=124

16%

6%

4%
0%3%

13%

58% 宮城県
N=112

19%

3%

6%
0%0%
6%66%

自宅に戻った

家族が通う学校、ある

いは職場へ向かった
安否の確認した相手の

家へ向かった
安否の確認した相手の

職場へ向かった
避難の支援をする要援

護者の所へ向かった
その他

安否の確認のための行

動はしなかった

福島県
N=32

19%

3%

6%

0% 0%
6%

66%

自宅に戻った

家族が通う学校、あるいは職場へ向かった

安否の確認した相手の家へ向かった

安否の確認した相手の職場へ向かった

避難の支援をする要援護者の所へ向かった

その他

安否の確認のための行動はしなかった

福島県
N=32
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問１１． 安否の確認（受信） 

• 地震発生直後、もしくは揺れがおさまってから津波が来るまでの間に安否を確認する
連絡を受けていない方は、岩手県で約79%、宮城県で約70%、福島県で約82%である。 

全員が回答 Ｎ=870 

25%

75%

全体
N=870

18%

82%

安否の確認の連絡を受

けた

安否の確認の連絡を受

けていない

福島県
N=94

21%

79%

岩手県
N=391

30%

70%

宮城県
N=385

18%

82%

安否の確認の連絡を受けた

安否の確認の連絡を受けていない

福島県
N=94
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付問１１．１ 安否確認の連絡をしてきた相手 

岩手県 宮城県 福島県 

• 津波が来るまでの間で「安否の確認の連絡を受けた」と回答した人に、安否を確認し
てきた相手を調査した。岩手県・宮城県は、「同居していない家族」が最も多く、次に
「同居している家族」と回答した人が多い。 

 問11で「1.安否の確認の連絡を受けた」を選択した人が回答 Ｎ=216 

47%

39%

18%

24%

0%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=83

53%

41%

21%

27%

0%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=116

全体 

49%

41%

19%

25%

0%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同居していない家族

同居している家族

親戚

友人や知人

避難支援をする要援護者

その他

N=216

6

8

2

4

0

0

0

0 2 4 6 8 10

同居していない家族

同居している家族

親戚

友人や知人

避難支援をする要援護者

その他

無回答

福島県

N=17
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付問１１．１－１ 安否確認の手段【同居していない家族】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 「同居していない家族」から安否確認の連絡を受けた人は、「携帯電話による通話や
メール」による手段となった。岩手県は「直接、確認しに行った」が2番目に多い。 

 付問11.1で「1.同居していない家族」を選択した人が回答 Ｎ=106 

9%

50%

29%

17%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=106

10%

41%

23%

28%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=39

7%

54%

36%

11%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=61

2

4

0

0

0

0 5 10 15 20

N=6

全体 
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付問１１．１－２ 安否確認の手段【同居している家族】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 「同居している家族」から安否確認の連絡を受けた人は、「携帯電話による通話や
メール」によるものが多い。 

 付問11.1で「2.同居している家族」を選択した人が回答 Ｎ=88 

2%

45%

50%

18%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=88

0%

34%

69%

13%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=32

2%

50%

44%

23%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=48

1

5

1

1

0

0 2 4 6 8 10 

N=8

全体 
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付問１１．１－３ 安否確認の手段【親戚】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 「親戚」から安否確認の連絡を受けた人は、３県ともに「携帯電話による通話」と「携帯
電話によるメール」が使われている。 

 付問11.1で「3.親戚」を選択した人が回答 Ｎ=41 

5%

51%

51%

10%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=41

1

8

6

3

1

0 5 10 15 20

N=15

1

12

14

1

0

0 5 10 15 20

N=24

0

1

1

0

0

0 5 10 15 20

N=2

全体 
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付問１１．１－４ 安否確認の手段【友人や知人】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 「友人や知人」から安否確認の連絡を受けた人は、３県ともに「携帯電話による通話」
と「携帯電話によるメール」が多く、「直接、確認しに行った」が続く。 

 付問11.1で「4.友人や知人」を選択した人が回答 Ｎ=55 

2%

42%

44%

29%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=55

3%

39%

42%

29%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=31

0

9

10

6

0

0 5 10 15 20

N=20

0

2

1

1

0

0 5 10 15 20

N=4

全体 
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付問１１．１－５ 安否確認の連絡手段【避難支援をする要援護者】 

該当者なし 
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付問１１．１－６ 安否の連絡をしてきた手段【その他】 

岩手県 宮城県 

福島県 
該当者なし 

 付問11.1で「6.その他」を選択した人が回答 Ｎ=6 

• 仕事先等を含む「その他」から安否確認の連絡を受けた人は、岩手県と宮城県で「携
帯電話による通話」、「携帯電話によるメール」等の手段が使われた。 

0

2

3

0

1

0 2 4 6 8 10 

固定電話による通話

携帯電話による通話

携帯電話によるメール

直接、確認しに行った

その他

N=6

0

0

2

0

1

0 2 4 6 8 10 

N=3

0

2

1

0

0

0 2 4 6 8 10 

N=3

全体 
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問１２． 緊急地震速報の見聞き 

岩手県 宮城県 福島県 

• 緊急地震速報を見聞きしたかを調査した。３県ともに半数以上が「見聞きしていない」
との回答が多く、見聞きした人は各々の項目について10%前後であるが、全体では
「携帯電話」、「ラジオ」、「テレビ」の順に多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

7%

10%

15%

0%

0%

7%

0%

61%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビで見聞きした

ラジオで聞いた

携帯電話で見聞きした

専用の受信端末で見聞きした

勤務先や学校の放送で聞いた

防災行政無線で聞いた

デパート等の外出先での放送

見聞きしていない

緊急地震速報を知らない

N=870

5%

13%

17%

1%

0%

11%

0%

55%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=391

8%

8%

14%

0%

0%

4%

1%

68%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=385

14%

9%

18%

0%

2%

3%

0%

57%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=94

全体 
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問１３． 緊急地震速報を見聞きしたタイミング 

• 緊急地震速報を見聞きしたタイミングを調査した。岩手県･宮城県は、「揺れた後に見
聞きした」が半数前後であり、福島県で「揺れとほぼ同時に見聞きした」方が多い結果
となった。「揺れる前に見聞きした」は、3県とも20％前後である。 

 問12で「1～7.（緊急地震速報を見聞きした）」を選択した人が回答 Ｎ= 316 

19%

33%

45%

3%

全体
N=316

16%

29%51%

4%

岩手県
N=160

22%

31%

46%

1%

宮城県
N=118

18%

55%

19%

8%
揺れる前に見聞きした

揺れとほぼ同時に見聞

きした

揺れた後に見聞きした

覚えていない

福島県
N=38

18%

55%

19%

8%

揺れる前に見聞きした

揺れとほぼ同時に見聞きした

揺れた後に見聞きした

覚えていない

福島県
N=38
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問１４． 緊急地震速報を見聞きした後の行動 

岩手県 宮城県 福島県 

• 緊急地震速報を見聞きした後の行動を調査した。岩手県と宮城県は「何もせずじっと
していた」、「身の安全を守ろうとした」が多い。 

問13で「1.揺れる前に見聞きした」を選択した人が回答 Ｎ=59 

41%

32%

10%

17%

8%

10%

15%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何もせずじっとしていた

身の安全を守ろうとした

家族の安全を守ろうとした

火の始末をしようとした

窓や戸を開けた

あわてて外に飛び出した

車を減速または停車させた

その他

N=59

12

8

2

5

2

3

5

2

0 5 10 15 20

N=26

10

10

4

5

2

0

4

5

0 5 10 15 20

N=26N=26

2

1

0

0

1

3

0

1

0 5 10 15 20

N=7N=

全体 
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問１５． 地震情報の見聞き 

• 地震情報（震度やマグニチュード）の入手とその入手先を調査した。３県ともに「見聞
きしていない（出来なかった）」が50％以上と多く、見聞きした人は、「ラジオ」や「テレ
ビ」となっている。 

全員が回答 Ｎ=870 

7%

24%

3%

5%

0%

1%

9%

4%

1%

57%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=391

9%

24%

4%

4%

0%

1%

6%

5%

2%

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=870

9%

24%

4%

4%

0%

1%

6%

5%

2%

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビで見聞きした

ラジオで聞いた

携帯電話（ｉモード等）で見聞きした

ワンセグで見聞きした

インターネットで見聞きした

勤務先や学校の放送で聞いた

防災行政無線で聞いた

知人からの連絡で見聞きした

その他

見聞きしていない（出来なかった）

全体

N=870

12%

12%

3%

1%

0%

2%

2%

7%

2%

64%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=94

9%

26%

5%

5%

0%

1%

4%

5%

3%

52%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=385

岩手県 宮城県 福島県 全体 
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付問１５．１ 地震情報を見聞きしていない（出来なかった）理由 

• 「地震情報を見聞きしていない（出来なかった）」理由を調査した。「避難の途中などで、
見聞きする余裕がなかった」が多く、続いて「停電の影響で見聞きする手段が使えな
かった」と回答した方が多い。 

 問15で「10.見聞きしていない（出来なかった）」を選択した人が回答 Ｎ=483 

23%

32%

40%

5%

全体

N=483

22%

37%

37%

4%

岩手県

N=224

23%

32%

40%

5%

地震情報を見聞きする為の手段がなかった

停電の影響で見聞きする手段が使えなかった

避難の途中などで、見聞きする余裕がなかった

その他

全体

N=483

18%

18%

59%

5%

福島県

N=60

25%

31%

39%

5%

宮城県

N=199

23%

32%

40%

5%

全体

N=483

22%

37%

37%

4%

岩手県

N=224
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問１６． 津波情報や避難の呼びかけの見聞き 

• 避難するまでの間に津波情報や避難の呼びかけなどを見聞きしたかを調査した。岩
手県、宮城県は、「見聞きした」が約50%で、福島県は「見聞きしていない」と回答した
人が6割弱になった。 

全員が回答 Ｎ=870 

51%49%
全体

N=870 51%
49% 岩手県

N=391

53%
47% 宮城県

N=385

43%

57%

福島県

N=94

51%49%

見聞きした

見聞きしていない

岩手県

N=391

51%49%
全体

N=870 51%
49% 岩手県

N=391
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付問１６．１ 避難するまでに見聞きした情報 

• 避難するまでの間に津波情報や避難の呼びかけを「見聞きした」人に、情報の内容を
調査した。そのうち「大津波の津波警報」を見聞きした人が80％近くもあり、さらに「避
難の呼びかけ」が40％強、「予想される津波の高さ」も40％前後になった。 

問16で「1.見聞きした」を選択した人が回答 Ｎ=445 

岩手県 宮城県 福島県 全体 

83%

42%

6%

45%

0%

0% 20% 40% 60% 80%100%

大津波の津波警報

予想される津波の高さ

最初に観測された津波の高さ

避難の呼びかけ

聞かなかった

N=445

87%

46%

7%

46%

1%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=201

79%

40%

3%

44%

0%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=204

83%

35%

8%

45%

0%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=40

39 



付問１６．１ 情報の入手先【大津波の津波警報】 

• 避難するまでの間に津波情報や避難の呼びかけを「見聞きした」人のうち、「大津波
の津波警報」の入手先を調査した。３県ともに「防災行政無線」が多く、「ラジオ」、「テ
レビ」と続いている。なお福島県は、「消防の車や人から」聞いた人が約21%もいた。 

付問16.1で「1.大津波の津波警報」を選択した人が回答 Ｎ=369 

7%

17%

52%

4%

4%

1%

6%

5%

1%

11%

1%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビから

ラジオから

防災行政無線から

車のテレビ・ラジオ（カーナビ）から

携帯電話のワンセグ放送から

携帯電話のメールから

役場の広報車や人から

家族や近所の人から

警察の車の人から

消防の車や人から

施設の放送

その他

全体

N=369

5%

18%

62%

1%

5%

1%

8%

3%

1%

8%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

岩手県

N=175

6%

18%

47%

7%

2%

2%

3%

5%

1%

11%

1%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宮城県

N=161

21%

9%

24%

6%

3%

0%

6%

15%

3%

21%

3%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福島県

N=33

岩手県 宮城県 福島県 全体 
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付問１６．１ 情報の入手先【予想される津波の高さ】 

• 避難するまでの間に津波情報や避難の呼びかけを「見聞きした」人のうち、「予想され
る津波の高さ」の入手先を調査した。３県ともに「防災行政無線」が多い。次いで岩手
県と宮城県で「ラジオ」と続く。福島県は「消防の車や人から」という意見もある。 

付問16.1で「2.予想される津波の高さ」を選択した人が回答 Ｎ=189 

5%

25%

44%

7%

6%

1%

3%

5%

0%

6%

1%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビから

ラジオから

防災行政無線から

車のテレビ・ラジオ（カーナビ）から

携帯電話のワンセグ放送から

携帯電話のメールから

役場の広報車や人から

家族や近所の人から

警察の車の人から

消防の車や人から

施設の放送

その他

全体

N=189

4%

24%

59%

1%

4%

1%

4%

2%

0%

2%

1%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

岩手県

N=93

4%

29%

30%

13%

7%

0%

1%

9%

0%

7%

0%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宮城県

N=82

2 

2 

3 

2 

1 

0 

0 

0 

0 

3 

1 

0 

0 2 4 6 8 10 

福島県

N=14

岩手県 宮城県 福島県 全体 
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付問１６．１ 入手した情報の内容【予想される津波の高さ（総合）】 

• 避難するまでの間に津波情報や避難の呼びかけを「見聞きした」人のうち、「予想され
る津波の高さ」の具体的な高さを調査した。岩手県で「３ｍ」、宮城県で「６ｍ」、福島県
は「３ｍ」と「６ｍ」と回答した方が多い。 

付問16.1で「2.予想される津波の高さ」を選択した人が回答 Ｎ=189 

1%
0%
1%
0%

39%
2%
2%
1%
3%

1%
28%

3%
1%
1%
0%
1%
1%
0%

7%
15%

0%
0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ｍ

１ｍ以上

２ｍ

２ｍ以上

３ｍ

３ｍ以上

４ｍ

４ｍ以上

５ｍ

５ｍ以上

６ｍ

６ｍ以上

７ｍ

７ｍ以上

８ｍ

８ｍ以上

９ｍ

９ｍ以上

１０ｍ

１０ｍ以上

１１ｍ

１１ｍ以上

全体

N=189

2%
0%
1%
0%

67%
3%
3%

1%
4%

0%
10%

0%
0%
1%
0%
0%
0%
0%

4%
5%

0%
0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

岩手県

N=93

0%
0%
0%
0%

7%
1%
0%
0%
1%
1%

45%
7%

2%
1%
0%
1%
0%
0%

11%
27%

0%
0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宮城県

N=82

0
0
0
0

6
0
0
0
0
0

6
0
0
0
0
0

1
0
0

2
0
0

0 2 4 6 8 10 

福島県

N=14

岩手県 宮城県 福島県 全体 

42 



付問１６．１ 情報の入手先【最初に観測された津波】 

• 避難するまでの間に津波情報や避難の呼びかけを「見聞きした」人のうち、「最初に
観測された津波」の入手先を調査した。僅かであるが岩手県は「防災行政無線」が多
く、宮城県は「ラジオ」から、福島県は「テレビ」からと回答した方が多い。 

付問16.1で「3.最初に観測された津波」を選択した人が回答 Ｎ=25 

3 

8 

6 

1 

4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

3 

0 2 4 6 8 10 

テレビから

ラジオから

防災行政無線から

車のテレビ・ラジオ（カーナビ）から

携帯電話のワンセグ放送から

携帯電話のメールから

役場の広報車や人から

家族や近所の人から

警察の車の人から

消防の車や人から

施設の放送

その他

N=25

1 

4 

5 

0 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

3 

0 2 4 6 8 10 

岩手県

N=15

0 

4 

1 

0 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 2 4 6 8 10 

宮城県

N=7

2 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 2 4 6 8 10 

福島県

N=3

岩手県 宮城県 福島県 全体 
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付問１６．１ 入手した情報の内容【観測された津波の高さ】 

• 避難するまでの間に津波情報や避難の呼びかけを「見聞きした」人のうち、「最初に
観測された津波」の具体的な高さを調査した。全体数からすれば僅かであり、ばらつ
いた傾向となった。 

付問16.1で「3.最初に観測された津波」を選択した人が回答 Ｎ=25 

0 

1 

0 

3 

2 

0 

0 

0 

3 

0 

2 

0 

1 

7 

7 

0 2 4 6 8 10 

～0.1m

0.11～0.2m

0.21～0.3cm 

0.31～0.5m

0.51～1.0m

1.1 ～1.5m

1.51～2.0m

2.01～2.5m

2.51～3.0m

3.01～3.5m

3.51～4.0m

4.01～4.5m

4.51～5.0m

5.01m 以上

無回答

全体

N=25

0 

1 

0 

2 

1 

0 

0 

0 

2 

0 

2 

0 

1 

2 

4 

0 2 4 6 8 10 

岩手県

N=15

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

3 

2 

0 2 4 6 8 10 

宮城県

N=7

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

1 

0 2 4 6 8 10 

福島県

N=3

岩手県 宮城県 福島県 全体 
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付問１６．１ 情報の入手先【避難の呼びかけ】 

• 避難するまでの間に津波情報や避難の呼びかけを「見聞きした」人のうち、「避難の
呼びかけ」の入手先は、岩手県と宮城県は「防災行政無線」が多く、次いで「消防の
車や人」が多い。福島県は、 「消防の車や人」が多く、次いで「家族や近所の人から」
が多い。 

付問16.1で「4.避難の呼びかけ」を選択した人が回答 Ｎ=201 

岩手県 宮城県 福島県 全体 

2%

10%

45%

1%

1%

0%

2%

13%

2%

22%

2%

8%

0% 20% 40% 60% 80%100%

テレビから

ラジオから

防災行政無線から

車のテレビ・ラジオ（カーナビ）から

携帯電話のワンセグ放送から

携帯電話のメールから

役場の広報車や人から

家族や近所の人から

警察の車の人から

消防の車や人から

施設の放送

その他

N=201

0%

13%

62%

0%

2%

0%

3%

9%

2%

15%

2%

8%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=93

2%

10%

34%

2%

1%

0%

2%

14%

2%

27%

2%

11%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=90

3

0

2

1

0

0

0

5

0

6

1

0

0 2 4 6 8 10

N=18
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付問１６．２ 「津波警報（大津波）」を見聞きして思ったこと（１） 

• 「大津波の津波警報」を見聞きしてどのように思ったかを調査した。３県ともに「避難し
ようと思った」と回答した方が80％前後となった。 

付問16.1で「1.大津波警報」を選択した人が回答 Ｎ=369 

79%

17%

4%

避難しようと思った

避難の必要はないと思った

津波警報がどういうものかわからなかった

全体

N=369

76%

21%

3%

岩手県

N=175

82%

14%
4%

宮城県

N=161

85%

9%
6%

福島県

N=33
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付問１６．３．（１）「津波警報（大津波）」を見聞きして思ったこと（２） 
                     避難の必要がないと思った理由 

• 大津波の津波警報を聞いて「避難の必要はないと思った」人の理由を調査した。３県
とも「大した津波は来ないと思ったから」と回答した方が多い。 

付問16.2で「2.避難の必要はないと思った」を回答した人が回答 Ｎ=62 

28%

50%

42%

19%

11%

0%

14%

0% 20% 40% 60% 80%100%

岩手県

N=36

9

14

6

1

2

0

3

0 5 10 15 20 

宮城県

N=23

2

2

0

0

1

0

1

0 5 10 15 20 

福島県

N=3

岩手県 宮城県 福島県 全体 

34%

55%

34%

13%

11%

0%

15%

0% 20% 40% 60% 80%100%

過去の津波警報でも津波が来なかったから

大した津波は来ないと思ったから

津波が来る場所にいないと思ったから

堤防や防潮堤で防げる津波だと思ったから

自分の居る所が昔から津波は来ないと云われていたから

自分の居る所がハザードマップで津波が来ないエリアに入っていた

その他

N=62
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付問１６．３．（２）「津波警報（大津波）」を見聞きして思ったこと（３） 
                             避難判断への影響 

• 大津波の津波警報が避難の判断に影響したかを調査した。「避難しなければという意
識が高まった」が、福島県が約82％、宮城県が約70％、岩手県が約53％となった。避
難しなくても大丈夫と思った人は僅かであった。 

付問16.1で「1.大津波警報」を選択し人方が回答 Ｎ=369 

63%
7%

10%

20%

避難しなければという意識が高

まった

聞いた津波の高さであれば避難

しなくても大丈夫だろうと思った

直ぐに避難したので津波情報は

避難の判断に関係なかった

特に影響はなかった

全体

N=369
63%

7%

10%

20%

避難しなければという意識が高まった

聞いた津波の高さであれば避難しなくても大丈夫だろうと思った

直ぐに避難したので津波情報は避難の判断に関係なかった

特に影響はなかった

全体

N=369

53%

10%

13%

24%

岩手県

N=175

70%

3%

8%

19%

宮城県

N=161

82%

3%
6%

9%

福島県

N=33
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2 
1 

4 

1 
0 0 0 

7 

1 

8 

3m以上

4m以上

5m以上

6m以上

7m以上

8m以上

9m以上

10m 以上

11m 以上

無回答

全体

N=24

付問１６．３．（２）「津波警報（大津波）」を見聞きして思ったこと（４） 
                       避難すると思う津波の高さ（m） 

• 「聞いた津波の高さであれば避難しなくても大丈夫だろうと思った」を選択した人を対
象に「どの程度の津波の高さなら避難すると思ったか」と調査したところ、「10m以上」
と答えた人が多い。 

付問16.3（2）で「2.聞いた津波の高さであれば避難しなくても大丈夫だろうと思った」を選択した人が回答 Ｎ=24 

49 

0 0 0 0 

1 

3m以上

4m以上

5m以上

6m以上

7m以上

8m以上

9m以上

10m 以上

11m 以上

無回答

福島県

N=1

2 
1 

4 

1 
0 0 0 

7 

1 

8 

3m以上

4m以上

5m以上

6m以上

7m以上

8m以上

9m以上

10m 以上

11m 以上

無回答

全体

N=24

2 

1 

4 

1 0 0 0 5 

1 

4 

3m以上

4m以上

5m以上

6m以上

7m以上

8m以上

9m以上

10m 以上

11m 以上

無回答

岩手県

N=18

0 0 0 0 0 0 0 

2 

0 

3 

3m以上

4m以上

5m以上

6m以上

7m以上

8m以上

9m以上

10m 以上

11m 以上

無回答

宮城県

N=5



付問１６．４ 「予想される津波の高さ」を見聞きして思ったこと 

• 「予想される津波の高さ」を見聞きしてどのように思ったかを調査した。「避難しようと
思った」と回答された方は、全体で約74％にもなる。 

付問16.1で「2.予想される津波の高さ」を選択した人が回答 Ｎ=189 

74%

23%

3%

全体

N=189

65%

31%

4%

岩手県

N=93

83%

15%

2%

宮城県

N=82

12

2

0

福島県

N=14

74%

23%

3%

避難しようと思った

避難の必要はないと思った

その他

全体

N=189
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付問１６．５ 「最初に観測された津波の高さ」を見聞きして思ったこと 

• 「最初に観測された津波の高さ」を見聞きしてどのように思ったかを調査した。「避難し
ようと思った」と回答された人は半数以上になる。 

付問16.1で「3.最初に観測された津波の高さ」を選択した人が回答 Ｎ=25 

9 
2 

4 

岩手県

N=15

3 

0 0 

福島県

N=3

16 

4 

5 避難しようと思った

避難の必要はないと思った

その他

全体

N=25 74%

23%

3%

避難しようと思った

避難の必要はないと思った

その他

全体

N=189

4 2 

1 

宮城県

N=7
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付問１６．６ 更新された「予想される津波の高さ」の見聞き 

• 「予想される津波の高さ」が段階的に高くなっていく津波警報を見聞きしたかを調査し
た。岩手県と福島県で40％前後となったが、宮城県は約26％となった。 

付問16.1で「1.大津波警報」、「2.予想される津波の高さ」、「3.最初に観測された津波の高さ」を選択した人が回答 
Ｎ=394 

33%

67%

全体

N=394

37%

63%

岩手県

N=181

26%

74%

宮城県

N=178
43%

57%

福島県

N=35

33%

67%

見聞きした 見聞きしていない

全体

N=394
33%

67%

見聞きした 見聞きしていない

全体

N=394
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付問１６．７ 更新された「予想される津波の高さ」を見聞きしていない理由 

• 更新された「予想される津波の高さ」を見聞きしていない理由を調査した。３県とも「避
難のため情報を聞く余裕がなかった」が最も多く、次いで、「役場や防災無線からそう
いった情報はなかった」が多い。「その他」の回答には、「車の運転で気づかなかっ
た」、「覚えていない」等があった。 

付問16.6で「2.見聞きしていない」を選択した人が回答 Ｎ=265 

45%

16%

10%

2%

7%

20%

全体

N=265

44%

14%

9%

1%

10%

22%

岩手県

N=114 47%

17%

12%

2%
3%

19%

宮城県

N=131

8

4

1

2

2

3

福島県

N=20

45%

16%

10%

2%

7%

20%
避難のため情報を聞く余裕がなかった

役場や防災行政無線からそういった情報はなかった

テレビ・ラジオが停電で使えなくなった

携帯電話が使えなくなった

津波の高さの情報に注意していなかった

その他

全体

N=265
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問１７． 防災行政無線による避難の呼びかけ（１） 

• 地震の後、自治体が防災行政無線を使って避難の呼びかけを行っており、この呼び
かけを聞き取ることが出来たかをきいた。「はっきり聞き取ることが出来た」は、岩手
県・宮城県で約60%と多いが、福島県は5票と尐ない。 

付問16.1で「4.避難の呼びかけ」を選択した人が回答 Ｎ=201 

56%

20%

6%

18%

全体

N=201

59%25%

11%
5%

岩手県

N=93 58%

17%

3%

22%

宮城県

N=90

5

2

0

11

福島県

N=18

56%

20%

6%

18%
はっきりと聞き取ることが出来た

何か言っていたが、聞き取れなかった

何か言っていたが、覚えていない

呼びかけはしていなかったと思う（聞いていない）

全体

N=201
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付問１７．１ 防災行政無線による避難の呼びかけ（２） 
                     「避難の呼びかけ」に対する意識 

• 「避難の呼びかけ」が避難行動に影響したかを調査した。その70％～80％強は、避難
意識が高まった結果となった。 

問17で「1.はっきりと聞きとることが出来た」を選択した人が回答 Ｎ=112 

77%

9%

12%

2%

全体

N=112

83%

8%

9% 0%

宮城県

N=52

4

1
00

福島県

N=5

77%

9%

12%

2%
避難しなければという意識が高まった

避難しなくても大丈夫だろうと思った

直ぐに避難したので避難の判断に関係な

かった

わからない

全体

N=112

71%

9%

16%

4%

岩手県

N=55

55 



問１８． 地震が発生してから津波が襲来するまでにいた地域 

• 地震が起きた午後２時４６分から津波が来るまでに居た地域を調査した。「津波で浸
水した地域にいた」と回答した方は、３県ともに80％前後となった。 

全員が回答 Ｎ=870 

82%

6%

12%

全体

N=870

84%

6%

10%

岩手県

N=391

80%

6%

14%

宮城県

N=385

82%

6%

12% 津波で浸水した地域にいた

津波で浸水しなかった地域で地震に遭い、

直後に津波で浸水した地域にいった

津波で浸水しなかった地域で地震に遭い、

その後も浸水しなかった地域にいた

全体

N=870

75%

11%

14%

福島県

N=94
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問１９． 地震後の津波に対する意識（１） 

• 地震の後、自分のいる場所に津波が来ると思ったかを調査した。「津波が必ず来る、
来るだろうと思った」は、岩手県が約52％で宮城県は約41％と続き、福島は約26％と
なった。 

全員が回答 Ｎ=870 

27%

18%42%

13%

全体

N=870

35%

17%

39%

9%

岩手県

N=391

4%

22%

64%

10%

福島県

N=94

27%

18%42%

13% 津波が必ず来ると思った

津波が来るだろうと思った

津波は来ないだろうと思った

津波ことはほとんど考えなかった

全体

N=870

24%

17%

40%

19%

宮城県

N=385
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付問１９．１ 地震後の津波に対する意識（２）津波がくると思った理由 

• 地震の後に、ご自身がいる場所に「津波が来ると思った」理由は、3県とも「地震の揺
れが大きかったから」と回答した方が最も多い。 

問19で「1.津波が必ず来ると思った」「2.津波が来るだろうと思った」を選択した人が回答 Ｎ=384 

23

1

1

1

1

3

5

1

2

0 10 20 30 

全体

N=25

82%

27%

11%

11%

6%

8%

24%

6%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=157

91%

35%

21%

9%

10%

5%

13%

2%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=202

87%

29%

16%

9%

8%

7%

18%

4%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震の揺れが大きかったから

今までの自分の経験や知識から

津波が来ると思った

昔からの言い伝えなどを思い出

して津波が来ると考えた

家族や同僚など周囲の人に言わ

れたから

自治体や消防等の呼びかけを聞

いたから

海や川の水が引いているのを見

たから

津波警報を聞いたから

予想される津波の高さを聞いた

から

その他

全体

N=384

岩手県 宮城県 福島県 全体 
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付問１９．２ 地震後の津波に対する意識（３）津波到達予測時間 

• 「津波が必ず来ると思った」と回答した方の中で、30分以内に津波が来ると思った方
は岩手県で約81％、宮城県で約69%、福島県は18票である。（グラフは実数表示） 

問19で「1.津波が必ず来ると思った」「2.津波が来るだろうと思った」を選択した人が回答 Ｎ=384 

20%

19%

37%

11%

4%
9%

全体

N=384

23%

24%34%

8%

3%
8%

岩手県

N=202

15%

15%

39%

13%

5%

13%

宮城県

N=157

5

2

11

7

00

福島県

N=25

5

2

11

7

00 １０分以内

２０分以内

３０分以内

１時間以内

１時間以上

無回答

福島県

N=25
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問２０． 地震後の津波に対する意識（４）自宅への被害予想 

• 「津波が必ず来ると思った」と回答した方に自宅への被害予想を調査した。全体では
「自宅が浸水すると思った」、 「自宅には被害が出ないと思った」 、「自宅が壊れると
思った」の順に多い。 

問19で「1.津波が必ず来ると思った」「2.津波が来るだろうと思った」を選択した人が回答 Ｎ=384 

22%

40%

28%

10%

全体

N=384

25%

34%

30%

11%

岩手県

N=202

21%

43%

27%

9%

宮城県

N=157

0

16

6

3

福島県

N=25

0

16

6

3 自宅が壊れると思った

自宅が浸水すると思った

自宅には被害が出ないと思った

特に考えなかった

福島県

N=25
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問２１． 最初に避難しようと思った場所 

• 最初に避難しようとした場所は、３県ともに「公民館や学校など市町が指定した避難
場所」が多く、次いで「津波の危険がない、屋外の高台」が多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

4%

1%

46%

8%
4%

24%

5%

8%

全体

N=870

3%

1%

36%

12%3%

33%

4%

8%

岩手県

N=391

5%

0%

51%

5%

7%

18%

5%

9%

宮城県

N=385

2%

0%

63%
9%

2%

15%

5%
4%

福島県

N=94

2%

0%

63%
9%

2%

15%

5%
4% 自宅の２階以上

自宅のあるマンションの上層階

公民館や学校など市町が指定した避難場所

高台にある親戚・知人宅

近くの高い建物（津波避難ビルなど）

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、内陸部

決めていない

福島県

N=94
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問２２． 最初に避難しようと思った場所に行ったか 

• 最初に避難しようと思った場所に「避難したか」を調査した。岩手県で約91%、宮城県
で約84%、福島県で約88%である。 

問21で「1～7」（避難場所を決めていた）を選択した人が回答 Ｎ=798 

87%

13%

全体

N=798

91%

9%

岩手県

N=358

84%

16%

宮城県

N=350

88%

12%

福島県

N=90

88%

12%

行った 行かなかった
福島県

N=90
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付問２２．１ 最初に避難しようと思った場所に行かなかった理由 

• 最初に避難しようとした場所に「行かなかった」理由を調査した。全体では「波が迫っ
てきたから」が最も多かった。 

問22で「2.行かなかった」を選択した人が回答 Ｎ=101 

岩手県 宮城県 福島県 全体 

10%

39%

13%

12%

34%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

道路が渋滞していたから

波が迫ってきたから

別の場所に行くように促された

から

より高いところに移動しようとし

たから

その他

無回答

全体

N=101

6%

21%

21%

15%

42%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

道路が渋滞していたから

波が迫ってきたから

別の場所に行くように促された

から

より高いところに移動しようとし

たから

その他

無回答

岩手県

N=33

14%

47%

7%

11%

30%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

道路が渋滞していたから

波が迫ってきたから

別の場所に行くように促された

から

より高いところに移動しようとし

たから

その他

無回答

宮城県

N=57

0

5

2

1

3

0

0 2 4 6 8 10 

道路が渋滞していたから

波が迫ってきたから

別の場所に行くように促され

たから

より高いところに移動しようと

したから

その他

無回答

福島県

N=11
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問２３． 揺れが収まった直後から日没までの行動 

• 地震の揺れが収まった直後から日没までの避難行動を調査した。いずれも「揺れが収
まった直後にすぐに避難し、最初の避難場所にとどまり続けた」人が最も多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

36%

18%4%

14%

14%

3%
5%

4%
1%

3%

岩手県

Ｎ＝391

36%

15%3%

17%

12%

3%
4%

7% 2%
1%

宮城県

Ｎ＝385

38%

16%3%

15%

12%

3%
5%

5%1%
2%

全体

Ｎ＝870

揺れが収まった直後にすぐ避難→最初の避難場所にとどまり続けた

揺れが収まった直後にすぐ避難→最初の避難場所にいたどり着いた後に避難した

揺れが収まった直後にすぐ避難→最初に目指した避難場所にたどり着く前に行先を変えた（さらに高い所

を目指した）

揺れが収まった後、すぐには避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した→最初の避難場所にとどまり続けた

揺れが収まった後、すぐには避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した→最初の避難場所にたどり着いた後に避難した

揺れが収まった後、すぐには避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した→最初に目指した避難場所にたどり着く前に行先を変えた

（さらに高い所を目指した）

揺れが収まった後、すぐには避難しなかった。なんらかの行動をしている最中に津波が迫ってきた→津波に追われながら避難した

揺れが収まった後、すぐには避難しなかった。なんらかの行動をしている最中に津波が迫ってきた→津波に巻き込まれた

揺れが収まった後、すぐには避難しなかった。なんらかの行動をしている最中に津波が迫ってきた→そのまま避難せずに助かった

その他（避難しなかったなど）

福島県

Ｎ＝94

52%

12%

1%

15%

8%

2%
9% 1%

福島県

Ｎ＝94
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問２４． 地震発生時にいた場所 

• 地震発生時に、ご自身がいた場所を調査した。３県ともに「自宅」が最も多く、岩手県
は約52%、宮城県は約59%、福島県は約72%である。 

全員が回答 Ｎ=870 

72%

6%

0%
4%

2%

5%
0%0%

0% 4%
5%

自宅

会社

学校

上記（自宅・会社・学校）以外の建物

屋外で過ごしたり、歩いたり、自転車などに乗っていた

車・バイクを運転中だった

電車やバスなどに乗っていた

船に乗って沖に出ていた

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、内陸部

その他

福島県

Ｎ＝94

57%

17%

1%

10%

5%
5%

0%
0%

1%

1%

3%

全体

Ｎ＝870

52%

21%

1%

9%

7%

4%

0%0%

2%

1%

3%

岩手県

Ｎ＝391
59%

16%

0%

11%

4%
6%

0%

1%

0%

1%
2%

宮城県

Ｎ＝385

72%

6%

0%
4%

2%
5%

0%0%
0%

4%
5%

自宅

会社

学校

上記（自宅・会社・学校）以

外の建物
屋外で過ごしたり、歩いた

り、自転車などに乗っていた
車・バイクを運転中だった

電車やバスなどに乗ってい

た
船に乗って沖に出ていた

津波の危険がない、屋外の

高台
津波の危険がない、内陸部

福島県

Ｎ＝94
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問２４． 津波が来たことを見聞きしたか 
問23で「4～9」（揺れが収まった後すぐに避難しなかった）を選択した人が回答 Ｎ=361 

35%

65%

見聞きした

見聞きしていない

全体

Ｎ＝361

• 津波を見たり、津波が来たことを聞いたりしたかについて、３県ともに「見聞きしていな
い」が多く、岩手県では約61％、宮城県では約70％、福島県では約61％である。 

39%

61%

岩手県

Ｎ＝154

30%

70%

宮城県

Ｎ＝174

39%

61%

福島県

Ｎ＝33
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付問２４．（１） すぐに避難しなかった理由 

岩手県 宮城県 福島県 

• 「揺れが収まった後すぐに避難をしなかった」理由を調査した。 「自宅に戻ったから」 、

「家族を探しにいったり、迎えに行ったりしたから」、「家族の安否を確認していたから」
が多い。「その他」は、「家族・知人を待っていたから」、「避難の準備」、「会社の指示」
等があった。 

問23で「4～9」（揺れが収まった後すぐに避難しなかった）を選択した人が回答 Ｎ=361 

11%
2%

0%
2%

1%
3%
4%

9%
13%

2%
21%

10%
1%

3%
1%

4%
9%

7%
22%

9%
31%

0% 10% 20% 30% 40%

過去の地震でも津波が来なかったから

津波警報の津波の予想高さが高くなかったから

最初に観測された津波の高さが数十センチと小さかったから

防潮堤など津波を防ぐ施設で防げると思ったから

家族または近所の人が大丈夫だと言ったから

海から離れた場所にいたから

津波の恐れのない高台にいると思ったから

様子を見てからでも大丈夫だと思ったから

家族の安否を確認していたから

同僚などの安否を確認していたから

家族を探しにいったり、迎えにいったりしたから

地震で散乱した物の片付けをしていたから

体が不自由で、すぐに避難できなかったから

体が不自由な家族がいて、すぐに避難できなかったから

高台や高層の建物が近い場所にあるので間に合うと思っていたから

停電などで津波情報が得られなかったから

津波のことは考えつかなかったから

避難誘導を行っていたから

自宅に戻ったから

仕事があったので

その他

N=361

10%
3%

1%
3%

1%
4%
5%

8%
8%

3%
25%

8%
1%

3%
0%

3%
6%

8%
23%

13%
24%

0% 10% 20% 30% 40%

N=154

10%
2%

0%
2%

1%
3%
3%

9%
17%

2%
17%

11%
1%

3%
1%

5%
11%

7%
22%

7%
36%

0% 10% 20% 30% 40%

N=174

15%
0%
0%

3%
0%

3%
6%

12%
12%

0%
24%

12%
3%
3%
3%

0%
15%

3%
15%

3%
33%

0% 10% 20% 30% 40%

N=33

全体 

67 



付問２４．（２） 避難しようと決めたのは、地震発生後何分くらい後 

• 「揺れが収まった後、すぐには避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した」人
のうち、避難しようと決めたのは、地震が発生してから何分後かを調査した。 

 「１０分以下」が半数前後であった。 

問23で「4～6」（揺れが収まった後、すぐに避難しなかった。なん
らかの行動を終えて避難した）を選択した人が回答 Ｎ=267 

52%

18%

15%

5%
4%

6%

10分以下

11～20分

21～30分

31～60分

61分以上

無回答

全体

Ｎ＝267

47%

24%

15%

7%
2% 5%

岩手県

Ｎ＝118 52%

14%

14%

4%

7%

9%

宮城県

Ｎ＝125

18

1

5

000

福島県

Ｎ＝24

68 



付問２４．（３） 実際に避難したのは、避難しようと決めた後何分くらい後 

• 「揺れが収まった後、すぐには避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した」人
のうち、実際に避難したのは、何分後かを調査した。避難しようと決めた後「１０分以
下」が全体の70％強である。 

問23で「4～6」（揺れが収まった後、すぐに避難しなかった。なん
らかの行動を終えて避難した）を選択した人が回答 Ｎ=267 

74%

9%

6%

4%
3% 5%

10分以下

11～20分

21～30分

31～60分

61分以上

無回答

全体

Ｎ＝267

84%

3%
4%

2%2% 5%

岩手県

Ｎ＝118

64%
13%

8%

6%
3%

6%

宮城県

Ｎ＝125

18

3

1

0
1 1

福島県

Ｎ＝24
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問２５．ア 避難した場所【最初】 

• 最初に避難した場所について、「公民館や学校など自治体が指定した避難場所」が３
県ともに最も多く、岩手県で約38％、宮城県で約50％、福島県で約56％だった。次い
で、「津波の危険がない、屋外の高台」が多かった。 

問23で「1～6」（揺れが収まった直後にすぐ避難した。又は揺れが収まった後、すぐに
避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した）を選択した人が回答 Ｎ=763 

3%

0%

2%

1%

46%

9%

5%
0%

24%

7%
3%

自宅の2 階以上（戸建住

宅）
自宅のあるマンションの

上層階
会社

同じ建物の上層階

公民館や学校など自治

体が指定した避難場所
高台にある親戚・知人宅

近くの高い建物（津波避

難ビルなど）
船に乗って沖に出た

津波の危険がない、屋外

の高台
津波の危険がない、内陸

部
その他

全体

Ｎ＝763

3%

0%

2%
1%

46%

9%

5%
0%

24%

7%
3%

自宅の2 階以上（戸建住宅）

自宅のあるマンションの上層階

会社

同じ建物の上層階

公民館や学校など自治体が指定した避難場所

高台にある親戚・知人宅

近くの高い建物（津波避難ビルなど）

船に乗って沖に出た

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、内陸部

その他

全体

Ｎ＝763

2%

0%

3%
2%

38%

12%
4%

0%

31%

7% 1%

岩手県

Ｎ＝345

4%
0%

1%
1%

50%

6%

7%

1%

18%

7%
5%

宮城県

Ｎ＝333

4%

56%

7%

1%1%

19%

5%
7%

福島県

Ｎ＝85
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問２５．イ 選んだ理由【最初】 

• 最初の避難場所を選んだ理由について、岩手県は「高台だったから」が約45％と多く、
次いで「指定された避難場所だったから」が約29％だった。宮城県と福島県は、「指定
された避難場所だったから」が最も多く、宮城県で約39％、福島県で約47％となって
いる。 

問23で「1～6」（揺れが収まった直後にすぐ避難した。又は揺れが収まった後、すぐに
避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した）を選択した人が回答 Ｎ=763 

32%

2%

35%

6%

5%

4%

16%
0%

高台だったから

高い建物だったから

指定された避難場所だったから

以前から決めていたから

周囲の人が避難していたから

誘導していたから

その他

無回答

全体

Ｎ＝763

45%

0%
29%

6%

5%

3%

12% 0%

岩手県

Ｎ＝345

18%

4%

39%

7%

7%

5%

20%

0%

宮城県

Ｎ＝333

29%

0%

47%

1%1%1%

20%

1%

福島県

Ｎ＝85

71 



問２５．ウ 避難したきっかけ【最初】 

岩手県 宮城県 福島県 

• 避難したきっかけについて、「大きな揺れから津波が来ると思ったから」が最も多く、
次いで「家族または近所の人が避難しようといったから」が多い。 

• 「津波警報を見聞きしたから」や「消防の人が避難を呼び掛けていたから」も避難した
きっかけとして回答した人が多い。 

問23で「1～6」（揺れが収まった直後にすぐ避難した。又は揺れが収まった後、すぐに
避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した）を選択した人が回答 Ｎ=763 

48%

8%

2%

16%

7%

20%

15%

5%

2%

2%

8%

0%

3%

3%

3%

16%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

大きな揺れから津波が来ると思ったから

以前、津波を体験し、津波が来ると思ったから

過去に津波被害を受けた人から、津波の危険性を聞いていたから

津波警報を見聞きしたから

テレビやラジオで津波についての放送を見聞きしたから

家族または近所の人が避難しようといったから

近所の人が避難していたから

会社や同僚が避難しようといったから

役場の人が避難を呼び掛けていたから

警察の人が避難を呼び掛けていたから

消防の人が避難を呼び掛けていたから

津波ハザードマップから避難の必要性を感じたから

海や川の水の引きを見たから

沖合に高い波が見えたから

土煙や水煙が見えたから

その他

覚えていない

N=763

58%

12%

3%

13%

5%

13%

9%

7%

3%

2%

5%

0%

3%

3%

5%

12%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

N=345

40%

7%

0%

19%

9%

23%

19%

4%

2%

2%

9%

0%

4%

3%

2%

21%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

N=333

44%

0%

1%

13%

5%

35%

20%

1%

1%

1%

15%

0%

1%

0%

1%

13%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

N=85

全体 

72 



問２５．エ 移動した手段【最初】 

• 最初の避難場所に移動した手段について、岩手県では「徒歩で避難した」が約54％と
最も多いが、宮城県と福島県では「車で避難した」 が最も多く、宮城県で約61％、福
島県で約85％である。 

問23で「1～6」（揺れが収まった直後にすぐ避難した。又は揺れが収まった後、すぐに
避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した）を選択した人が回答 Ｎ=763 

39%

2%

55%

1%

3%

徒歩で避難した

自転車やバイクで避難した

車で避難した

最初、車で避難したが、途中で車から降りて避難した

その他

全体

Ｎ＝763

39%

2%

55%

1%

3%

徒歩で避難した

自転車やバイクで避難した

車で避難した

最初、車で避難したが、途中で車から降りて避難した

その他

全体

Ｎ＝763

54%

2%

41%

1%
2%

岩手県

Ｎ＝345

31%

4%
61%

1%

3%

宮城県

Ｎ＝333

14%

0%

85%

0%
1%

福島県

Ｎ＝85

73 



問２５．オ 所要時間（分）【最初】 

• 最初の避難所までの実際に要した時間について、３県ともに「１０分以下」が最も多く
岩手県で約78%、宮城県で約68%、福島県で約71%である。 

問23で「1～6」（揺れが収まった直後にすぐ避難した。又は揺れが収まった後、すぐに
避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した）を選択した人が回答 Ｎ=763 

78%

12%

4%
3%

1%

0%

1%

1%

岩手県

Ｎ＝345

68%

17%

5%

5%

0%

2%

2%

1%

宮城県

Ｎ＝333

73%

15%

4%
4%

1%

1%

1%

1%

10分以下

11～20分

21～30分

31～60分

61～120 分

121 ～180 分

181 分以上

無回答

全体

Ｎ＝763

71%

19%

7%
2%

1%

福島県

N=85

74 



問２５．カ 津波が来たことを見聞きしたか【最初】 

• 津波を見たり、津波が来たことを聞いたりしたかについて、３県ともに「見聞きした」が
多く、岩手県では約73％、宮城県では約69％、福島県では約76％である。 

問23で「1～6」（揺れが収まった直後にすぐ避難した。又は揺れが収まった後、すぐに
避難しなかった。なんらかの行動を終えて避難した）を選択した人が回答 Ｎ=763 

72%

28%

見聞きした

見聞きしていない

全体

Ｎ＝763

73%

27%

岩手県

Ｎ＝345

69%

31%

宮城県

Ｎ＝333

76%

24%

福島県

Ｎ＝85

75 



問２６． さらに移動したか【さらに移動した場所①】 
 問23の「1～9」を選択した方のうち、避難をした後、さらに移動した人が回答 Ｎ=857 

39%

61%

岩手県

Ｎ＝381

39%

61%

宮城県

Ｎ＝38２

28%

72%

福島県

Ｎ＝94

• 「最初に避難をした場所からさらに移動したかどうか」について、３県とも「移動してい
ない」が多く、岩手県で約61％、宮城県で約61％、福島県で約72％である。 

38%

62%

移動した

移動していない

全体

Ｎ＝857

76 



問２６． 避難をした場所【さらに移動した場所①】 

• 「最初に避難をした場所からさらに移動した」場所について、「公民館や学校など自治
体が指定した避難場所」が最も多い。次いで、「津波の危険がない、屋外の高台」や
「近くの高い建物（津波避難ビルなど）」があげられる。 

問23の「1～9」を選択した方のうち、避難をした後、さらに移動した人が回答 Ｎ=324 

7%1%
1%

2%

39%

7%
8%

0%

20%

7%
8%

自宅の2階以上（戸建住宅）

自宅のあるマンションの上層階

会社

同じ建物の上層階

公民館や学校など自治体が指定した避難場所

高台にある親戚・知人宅

近くの高い建物（津波避難ビルなど）

船に乗って沖に出た

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、内陸部

その他

全体

Ｎ＝325

5%
1%

0%
3%

38%

7%
7%

0%

27%

7%
5%

岩手県

Ｎ＝150

1

11

5

1

3

2

3

福島県

Ｎ＝26

7%1%
1%

2%

39%

7%
8%

0%

20%

7%
8%

全体

Ｎ＝32４

9%
3% 1%

2%

39%

5%

10%

0%

14%

6%

11%

宮城県

Ｎ＝14８

77 



問２６． 選んだ理由【さらに移動した場所①】 

• 「最初に避難をした場所からさらに移動した」場所を選んだ理由について、全体では
「高台だったから」が約23％と最も多く、次いで「指定された避難場所だったから」がや
や多い。 

問23の「1～9」を選択した方のうち、避難をした後、さらに移動した人が回答 Ｎ=324 

23%

3%

21%

2%7%

10%

10%

4%

20%
高台だったから

高い建物だったから

指定された避難場所だったから

以前から決めていたから

周囲の人が避難していたから

誘導していたから

とっさの判断だった

他に行ける場所が無かった

その他

全体

Ｎ＝32４

30%

3%

22%3%

10%

10%

6%

5%

11%

岩手県

Ｎ＝150

6

0

6

03
0

3

4

4

福島県

Ｎ＝26

18%

4%

20%

1%
2%11%

13%

1%

30%

宮城県

Ｎ＝148

23%

3%

21%

2%
7%

10%

10%

4%

20%

全体

Ｎ＝324

78 



問２６． 避難したきっかけ【さらに移動した場所①】 

• 「最初に避難をした場所からさらに移動した」きっかけについて、３県ともに「次の場所
に行く必要があったから」「危険を感じたから」「津波が迫ってきたから」が多い。 

19%

21%

7%

5%

20%

10%

10%

2%

9%

27%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

次の場所に行く必要があったから

危険を感じたから

「津波が来る」と言われたから

「津波が来た」と言われたから

津波が迫ってきたから

家族・知人に薦められたから

自治体や消防に薦められたから

会社・学校から指示されたから

誘導されたから

その他

N=324

19%

18%

7%

3%

21%

9%

10%

2%

11%

27%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=150

16%

23%

7%

7%

17%

9%

11%

2%

8%

32%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=148

8

7

1

1

8

5

2

1

0

2

0 2 4 6 8 10

N=28

岩手県 宮城県 福島県 全体 

問23の「1～9」を選択した方のうち、避難をした後、さらに移動した人が回答 Ｎ=324 

79 



問２６． 避難した手段【さらに移動した場所①】 

• 「最初に避難をした場所からさらに移動した」場所への移動手段について、岩手県は
「徒歩で避難した」が71％と最も多く、一方、宮城県と福島県は「車で避難した」が最も
多い。 

問23の「1～9」を選択した方のうち、避難をした後、さらに移動した人が回答 Ｎ=324 

54%

1%

40%

0%5%

徒歩で避難した

自転車やバイクで避難した

車で避難した

最初、車で避難したが、途中で車から降りて避難した

その他

全体

Ｎ＝324

71%

0%

25%

0% 4%

岩手県

Ｎ＝150

42%

3%

49%

0% 6%

宮城県

Ｎ＝148

7

18

1

福島県

Ｎ＝26

80 



問２６． 避難した時間【さらに移動した場所①】 

• 「最初に避難をした場所からさらに移動した」場所までの実際に要した時間について、
３県ともに「１０分以下」が最も多い。 

64%

14%

7%

7%

2%

0%

1%
5%

10分以下

11～20分

21～30分

31～60分

61～120 分

121 ～180 分

181 分以上

無回答

全体

Ｎ＝324

71%

8%

8%

5%

2%
0%

1%
5%

岩手県

Ｎ＝150
58%

18%

7%

8%

1%
0%

1%
7%

宮城県

Ｎ＝148

問23の「1～9」を選択した方のうち、避難をした後、さらに移動した人が回答 Ｎ=324 

16 

7 

1 
2 

福島県

Ｎ＝26

81 



問２６． 津波を見たり、津波が来たこと聞いたりしたか【さらに移動した場所①】 

• 「最初に避難をした場所からさらに移動した」場所で津波を見たり、津波が来たことを
聞いたりしたかについて、３県とも「見聞きした」が80％以上と多い。 

問23の「1～9」を選択した方のうち、避難をした後、さらに移動した人が回答 Ｎ=324 

85%

15%

見聞きした

見聞きしていない

全体

Ｎ＝324

84%

16%

岩手県

Ｎ＝150

86%

14%

宮城県

Ｎ＝148

21

5

福島県

Ｎ＝26

82 



問２６． さらに移動したか【さらに移動した場所②】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（3回目避難） Ｎ=324 

• 「さらに移動した（３回目避難）」について３県とも「移動していない」が多く、岩手県で
約75％、宮城県で約80％、福島県で26人中23人である。 

21%

79%

移動した

移動していない

全体

Ｎ＝324

25%

75%

岩手県

Ｎ＝150

20%

80%

宮城県

Ｎ＝148

3

23

福島県

Ｎ＝26

83 



問２６． 避難をした場所【さらに移動した場所②】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（3回目避難） Ｎ=69 

• 「さらに移動した（３回目避難）」場所をについて、岩手県と宮城県は「公民館や学校な
ど自治体が指定した避難場所」が最も多い。 

3%0%3%

48%6%

17%

8%
9% 自宅の2階以上（戸建住宅）

自宅のあるマンションの上層階

会社

同じ建物の上層階

公民館や学校など自治体が指定した避難場所

高台にある親戚・知人宅

近くの高い建物（津波避難ビルなど）

船に乗って沖に出た

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、内陸部

その他

全体

Ｎ＝69

0%0%0%6%

46%

8%

24%

8%
8%

岩手県

Ｎ＝37

2 010

161

2

0

2

2

3

宮城県

Ｎ＝29

00

1

00000

1

1

0

福島県

Ｎ=3

3%

3%

3%

48%

6%
3%

17%

8%

9%

全体

Ｎ＝69

84 



問２６． 選んだ理由【さらに移動した場所②】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（3回目避難） Ｎ=69 

• 「さらに移動した（３回目避難）」場所を選んだ理由について、岩手県は「高台だったか
ら」、宮城県は「指定された避難場所だったから」が最も多い。 

22%

0%

25%

1%3%7%

10%

4%

28%

高台だったから

高い建物だったから

指定された避難場所だったから

以前から決めていたから

周囲の人が避難していたから

誘導していたから

とっさの判断だった

他に行ける場所が無かった

その他

全体

Ｎ＝69

32%

0%

24%
3%

3%

5%

16%

5%

11%

岩手県

Ｎ＝37

2 
0 

7 

0 
1 

3 

1 1 

14 
宮城県

Ｎ＝29

1 

0 

1 

0 0 0 0 0 

1 

福島県

Ｎ＝3

85 



問２６． 避難したきっかけ【さらに移動した場所②】 

• 「さらに移動した（３回目避難）」場所に避難したきっかけについて、「次の場所に行く
必要があったから」、「危険を感じたから」が多い。 

問26のうち、さらに移動した人が回答（3回目避難） Ｎ=69 

17%

16%

1%

3%

12%

4%

9%

3%

13%

39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

次の場所に行く必要があったから

危険を感じたから

「津波が来る」と言われたから

「津波が来た」と言われたから

津波が迫ってきたから

家族・知人に薦められたから

自治体や消防に薦められたから

会社・学校から指示されたから

誘導されたから

その他

N=69

19%

19%

0%

3%

16%

5%

5%

3%

14%

35%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=37

4

4

1

1

2

0

4

1

4

13

0 5 10 15 20

N=29

1

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0 5 10 15 20

N=3

岩手県 宮城県 福島県 全体 

86 



問２６． 避難した手段【さらに移動した場所②】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（3回目避難） Ｎ=69 

• 「さらに移動した（３回目避難）」手段について、岩手県と宮城県は「徒歩で避難した」
が最も多く、福島県は「車で避難した」が最も多い。 

68%
3%

25%

0%

4%

徒歩で避難した

自転車やバイクで避難

した

車で避難した

最初、車で避難したが、

途中で車から降りて避

難した

その他

全体

Ｎ＝69

68%

3%

25%

0%

4%

徒歩で避難した

自転車やバイクで避難した

車で避難した

最初、車で避難したが、途中で車から降りて避難した

その他

全体

Ｎ＝69

81%

0%

14%

0%
5%

岩手県

Ｎ＝37
17

2

9

0
1

宮城県

Ｎ＝29

00

3

0

福島県

Ｎ＝3

87 



問２６． 避難した時間【さらに移動した場所②】 

• 「さらに移動した（３回目避難）」までの実際に要した時間について、岩手県と宮城県
は「１０分以下」が最も多く、福島県は「２１～３０分」が最も多い。 

54%

16%

14%

9%

4%
0%

3%
10分以下

11～20分

21～30分

31～60分

61～120 分

121 ～180 分

181 分以上

無回答

全体

Ｎ＝69

15 

6 

2 

3 

1 
2 

宮城県

Ｎ＝29

0 

1 

2 

0 

福島県

Ｎ＝3

問26のうち、さらに移動した人が回答（3回目避難） Ｎ=69 

60%

11%

16%

8%
5%

岩手県

Ｎ＝37
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問２６． 津波を見たり、津波が来たこと聞いたりしたか【さらに移動した場所②】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（3回目避難） Ｎ=69 

• 「さらに移動した（３回目避難）場所で津波を見たり、津波が来たことを聞いたりした
か」について、３県ともに「見聞きした」と回答した方が多い。 

81%

19%

見聞きした

見聞きしていない

全体

Ｎ＝69

84%

16%

岩手県

Ｎ＝37

22

7

宮城県

Ｎ＝29

3

0

福島県

Ｎ＝3
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問２６． さらに移動したか【さらに移動した場所③】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（4回目避難） Ｎ=69 

• 「さらに移動した（４回目避難）」について、 ３県とも「移動していない」が多く、岩手県で
約86％、宮城県で29人中23人、福島県で3人中3人である。 

16%

84%

移動した

移動していない

全体

Ｎ＝69

14%

86%

岩手県

Ｎ＝37

6 

23 

宮城県

Ｎ＝29

0 

3 

福島県

Ｎ＝3

90 



問２６． 避難をした場所【さらに移動した場所③】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（4回目避難） Ｎ=11 

• 「さらに移動した（４回目避難）」場所について、両県とも「津波の危険がない、屋外の
高台」と回答した方が多い。 

4

1

5

1 自宅の2階以上（戸建住宅）

自宅のあるマンションの上層階

会社

同じ建物の上層階

公民館や学校など自治体が指定した避難場所

高台にある親戚・知人宅

近くの高い建物（津波避難ビルなど）

船に乗って沖に出た

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、内陸部

その他

全体

Ｎ＝11

2

3

岩手県

Ｎ＝5

2

1

2

1

宮城県

Ｎ＝6

福島県 
該当者なし 
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問２６． 選んだ理由【さらに移動した場所③】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（4回目避難） Ｎ=11 

• 「さらに移動した（４回目避難）」場所を選んだ理由については、ばらつきがあり傾向は
認められない。 

2

2

1
1

5

高台だったから

高い建物だったから

指定された避難場所だったから

以前から決めていたから

周囲の人が避難していたから

誘導していたから

とっさの判断だった

他に行ける場所が無かった

その他

全体

Ｎ＝11

2

1

1

1

岩手県

Ｎ＝5

1

1

4

宮城県

Ｎ＝6

福島県 
該当者なし 
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問２６． 避難したきっかけ【さらに移動した場所③】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（4回目避難） Ｎ=11 

• 「さらに移動した（４回目避難）」きっかけについては、ばらつきがあり傾向は認められ
ない。 

1

1

0

1

2

1

1

0

2

4

0 1 2 3 4 5

次の場所に行く必要があったから

危険を感じたから

「津波が来る」と言われたから

「津波が来た」と言われたから

津波が迫ってきたから

家族・知人に薦められたから

自治体や消防に薦められたから

会社・学校から指示されたから

誘導されたから

その他

N=11

0

0

0

0

2

1

1

0

0

1

0 1 2 3 4 5

N=5

1

1

0

1

0

0

0

0

2

3

0 1 2 3 4 5

N=6

福島県 
該当者なし 

岩手県 宮城県 全体 
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問２６． 避難した手段【さらに移動した場所③】 
問26のうち、さらに移動した人が回答（4回目避難） Ｎ=11 

• 「さらに移動した（４回目避難）」手段については、「徒歩で避難した」と「車で避難した」
と回答した方が多い。 

5

1

4

1
徒歩で避難した

自転車やバイクで避難した

車で避難した

最初、車で避難したが、途中

で車から降りて避難した

その他

全体

Ｎ＝11

2

2

1

岩手県

Ｎ＝5
6

3

1

2

宮城県

Ｎ＝6

福島県 
該当者なし 
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問２７． 避難した場所【日没時】 

• 日没時にいた場所を調査したところ、３県とも「自宅２階以上（戸建住宅）」と回答した
方が多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

5%1%
2%

2%

47%

10%

5%
0%

14%

7%
7% 0%

全体

Ｎ＝870

3%
1%

3%2%

41%

14%

3%0%

20%

7%
5%1%

岩手県

Ｎ＝391

7%
1%

1%2%

51%6%

7%0%

10%

6%

9% 0%

宮城県

Ｎ＝385

2%0%

0%

0%

61%12%

1%1%

9%

7%

7% 0%

福島県

Ｎ＝94

3%

1%

3%
2%

41%

14%

3%
0%

20%

7%

5% 1%

自宅の2 階以上（戸建住宅）

自宅のあるマンションの上層階

会社

同じ建物の上層階

公民館や学校など自治体が指定した避難場所

高台にある親戚・知人宅

近くの高い建物（津波避難ビルなど）

船に乗って沖に出た

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、内陸部

その他

無回答

岩手県

Ｎ＝391
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問２８． 津波が来たことを見聞きしたか【日没】 

• 日没時にいた場所で「津波を見聞きした」かどうかについて、３県とも「見聞きした」と
回答した方が多い。 

問23で「1～9」を選択した人が回答 Ｎ=857 

82%

18%

全体

Ｎ＝857

78%

22%

岩手県

Ｎ＝381

84%

16%

宮城県

Ｎ＝382

88%

12%

福島県

Ｎ＝94

8

3

見聞きした

見聞きしていない

全体

Ｎ＝11
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問２９． 避難している時の津波体験について 

• 避難している時に遭った津波の体験について、「途中で津波が迫り、体がぬれたりし
た」「津波に巻き込まれ、流された」と回答した人の合計が10%程度いる。 

全員が回答 Ｎ=870 

53%

6%
4%

3%0%

34%

全体

Ｎ＝870

46%

4%5%4%
0%

41%
岩手県

Ｎ＝391 55%

9%

4%
3%

0%

29%

宮城県

Ｎ＝385

69%

4%
2%
1%0%

24%

福島県

Ｎ＝94

53%

6%
4%

3%
0%

34%

津波に巻き込まれなかった

途中で津波が迫り、体がぬれたりした

津波に巻き込まれ、流された

その他

覚えていない

津波に遭っていない

全体

Ｎ＝870
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問３０． 遭遇した津波の高さ 

• 今回の津波で遭遇した津波の高さは、最大でどの程度かについて、３県とも「遭遇し
ていない」と回答した方が多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

3%3%
8%

9%

6%

3%

5%

7%
7%9%

40%
全体

Ｎ＝870

2%
2%

4%

9%

6%

2%

7%

9%

8%10%

41%
岩手県

Ｎ＝391

5% 4%

12%

9%

6%

3%
3%

7%7%
9%

35%

宮城県

Ｎ＝385

1%2% 5%

9%

10%

9%

4%
0%4%

5%

51%
福島県

Ｎ＝94

5%
4%

12%

9%

6%

3%
3%

7%7%

9%

35%

腰より下の高さくらい

頭の高さくらい

天井の高さくらい

２階の天井の高さくらい

３階の天井の高さくらい

４階の天井の高さくらい

おおよそ２０ｍ程度くらい

その他

高かったと思うが、わからない

わからない

遭遇していない

宮城県

Ｎ＝385

5%
4%

12%

9%

6%

3%
3%

7%7%

9%

35%

腰より下の高さくらい

頭の高さくらい

天井の高さくらい

２階の天井の高さくらい

３階の天井の高さくらい

４階の天井の高さくらい

おおよそ２０ｍ程度くらい

その他

高かったと思うが、わからない

わからない

遭遇していない

宮城県

Ｎ＝385
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問３１． 車で避難した理由 

• 車で避難した理由について、全体では「車で避難しないと間に合わないと思った」、
「家族で避難しようと思ったから」が多い。 

車で避難した人のみが回答 Ｎ=485 

岩手県 宮城県 福島県 全体 

19%

34%

20%

32%

16%

7%

6%

4%

3%

23%

24%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難をはじめた場所に車で来てい

たから

車で避難しないと間に合わないと

思った

安全な場所まで遠くて、車でないと

行けないと思ったから

家族で避難しようと思ったから

家族を探したり、迎えに行こうと

思ったから

車も財産なので、守ろうとしたから

荷物を運べるから

車であれば情報が得られるから

渋滞すると思っていなかったから

平時の移動には車を使っているか

ら

その他

N=485

全体

21%

27%

23%

32%

24%

9%

7%

5%

2%

27%

28%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=164

21%

37%

18%

29%

11%

5%

6%

3%

4%

14%

23%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=242

8%

42%

20%

42%

15%

6%

4%

3%

0%

39%

22%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=79
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問３２． 避難する時に障害となったこと 

• 避難する時に障害になったことについて、「車の渋滞」、「地震による道路の被害や道
路上の瓦礫などが障害となった」と回答した方が多い。一方で、３県とも「特になかっ
た」と回答した方が最も多い。 

問23で「1～9」を選択した人が回答 Ｎ=857 

岩手県 宮城県 福島県 全体 

7%

13%

3%

23%

4%

2%

3%

6%

7%

10%

52%

0% 20% 40% 60% 80%

自宅・建物内の散乱した家具や生活用品などが障害となった

地震による道路の被害や道路上の瓦礫などが障害となった

余震の揺れや、余震による被害が障害となった

車の渋滞

人の混雑

避難場所がわからない、見つからない

避難場所が遠い

津波による水の流れ

津波が運んできた漂流物や瓦礫など

その他

特になかった

N=857

2%

7%

2%

19%

6%

1%

2%

3%

7%

12%

58%

0% 20% 40% 60% 80%

N=381

10%

16%

4%

30%

4%

3%

4%

9%

8%

9%

45%

0% 20% 40% 60% 80%

N=382

13%

27%

2%

13%

0%

0%

0%

3%

4%

3%

53%

0% 20% 40% 60% 80%

N=94
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問３３． 避難する時、一緒に行動された方について 

• 一緒に行動された方について、３県とも「数名まとまって避難した」が多い。 

問23で「1～9」を選択した人が回答 Ｎ=857 

19%

75%

2%

0%
4%

全体

Ｎ＝857

21%

73%

3%

0%
3%

岩手県

Ｎ＝381

19%

74%

2%

0%
5%

宮城県

Ｎ＝382

13%

86%

1%

0%

0%

福島県

Ｎ＝94

19%

75%

2%

0%
4%

ひとりで避難した

数名でまとまって避難した

最初は、数人でまとまって避難したが、避難するうちに一人になった

覚えていない

その他

全体

Ｎ＝857
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問３４． ビルや高い建物の上階または屋上に避難しましたか 

• ビルや高い建物の上階または屋上に避難したかどうかについて、３県とも「それ以外
の場所に避難した」が多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

16%

84%

ビルや高い建物の上階または屋上に避難した

それ以外の場所に避難した

全体

Ｎ＝870

6%

94%

岩手県

Ｎ＝391

29%

71%

宮城県

Ｎ＝385

6%

94%

福島県

Ｎ＝94

16%

84%

ビルや高い建物の上階または屋上に避難した

それ以外の場所に避難した

全体

Ｎ＝870

102 



付問３４．１ （避難した）建物の階数 

• 避難した建物の階数について、「２階」と「３階」で70%強である。 

問34で「1.ビルや高い建物の上階または屋上に避難した」を選択した人が回答 Ｎ=142 

45 
(33%)

55 
(41%)

26 
(19%)

3 
(2%)

4 
(3%)

3 
(2%)

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 無回答

全体

Ｎ＝142

9 
(38%)

5 

(21%)

8 
(33%)

1 

(4%)

1 
(4%)

0 
(0%)

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 無回答

岩手県

Ｎ＝24

36 
(32%)

50 

(44%)

18 

(16%)

2 

(2%)

3 

(3%)
3 

(3%)

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 無回答

宮城県

Ｎ＝112

2 

33%

4 
67%

0 
0%
0 

0%

0 

0%0 
0%

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 無回答

福島県

Ｎ＝6

33%

42%

18%

2%
3%

2%

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 無回答

全体

Ｎ＝142

32%

45%

16%

2%
3%

3%

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 無回答

宮城県

Ｎ＝112

9 

5 

8 

1 
1 

0 

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 無回答

岩手県

Ｎ＝24

2 

4 

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 無回答

福島県

Ｎ＝6
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付問３４．１ （避難した）階数 

• 避難した階数について、「２階」と「３階」の回答が各々全体の2/3程度を占める。 

問34で「1.ビルや高い建物の上階または屋上に避難した」を選択した人が回答 Ｎ=142 
46 

(34%)

42 

(31%)

18 

(13%)

0 
(0%)

1 
(1%)

16 

(12%)

13 
(9%)

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 屋上 無回答

全体

Ｎ＝142
46 

(34%)

42 

(31%)

18 

(13%)

0 
(0%)

1 

(1%)

16 

(12%)

13 

(9%)

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 屋上 無回答

岩手県

Ｎ＝24

46 
(34%)

42 
(31%)

18 

(13%)

0 

(0%)

1 

(1%)

16 
(12%)

13 
(9%)

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 屋上 無回答

宮城県

Ｎ＝112

46 
(34%)

42 
(31%)

18 
(13%)0 

(0%)

1 

(1%)

16 

(12%)

13 
(9%)

２階 ３階 ４階 ５階 ６階以上 屋上 無回答

福島県

Ｎ＝6

34%

32%

13%

0%
1%

12%

9%

全体

Ｎ＝142

13 

2 

4 

0 

1 

2 

2 

岩手県

Ｎ＝24

29%

36%

13%

0%
0%

13%

10%

宮城県

Ｎ＝112

2 

3 

0 

1 
0 

福島県

Ｎ＝6

104 



58%

7%

11%

29%

37%

21%

0% 20% 40% 60% 80%

N=112

付問３４．２ ビルや建物の上階、屋上避難時の体験 

• ビルや高い建物の上階または屋上に避難している時の体験について、岩手県と宮城
県では「津波がぎりぎりのところまで迫っていて、恐怖を感じた」が最も多い。次いで、 
「階下に降りられずに孤立した」 、「避難した場所が屋外だったので、避難している間、
寒かった」と回答した方が多い。 

問34で「1.ビルや高い建物の上階または屋上に避難した」を選択した人が回答 Ｎ=142 

54%

8%

10%

27%

33%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

津波がぎりぎりのところまで迫っ

ていて、恐怖を感じた

津波にもまれながらも、物につ

かまって助かった

火事がぎりぎりのところまで迫っ

ていて、恐怖を感じた

避難した場所が屋外だったの

で、避難している間、寒かった

階下に降りられずに孤立した

その他

N=142

全体

42%

17%

8%

25%

25%

33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=24

岩手県
岩手県 宮城県 福島県 全体 

2

0

0

0

0

5

0

0 2 4 6 8 10

N=6

福島県
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23%

57%

52%

38%

46%

44%

64%

11%

11%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=391

38%

54%

56%

46%

58%

56%

71%

19%

8%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=385

16%

53%

44%

39%

49%

49%

50%

9%

10%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=94

29%

55%

53%

42%

51%

50%

66%

14%

9%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その場所から移動することが出来なかった

外部への連絡手段がなかった

外部の情報がわからなかった

支援物資が入ってこなかった

食料・飲料水がなかった

毛布や暖房器具がなかった

電気・水道・ガスなどのライフラインが使えなかった

救助が来るまで時間がかかった

特になかった

その他

N=870

問３５． 避難した地域や建物での体験 

• 避難した地域や建物での体験について、全体で「電気・水道・ガスなどのライフライン
が使えなかった」が多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

岩手県 宮城県 福島県 
全体 
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問３６． 津波による被害 

• 今回の津波による被害について、３県ともに「家や家財道具が流されたり、水に浸
かったりした」が最も多い。次いで、「車が流されたり、壊されたりした」が多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

4%

2%

21%

39%

95%

57%

11%

21%

37%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ご自身が津波に巻き込まれてケガをした

ご自身が避難途中でケガをした

家族が津波の被害にあった

親戚が津波の被害にあった

家や家財道具が流されたり、水に浸かったりした

車が流されたり壊されたりした

船舶が流されたり壊されたりした

職場が被害にあった

同僚や友人が被害にあった

その他

被害はなかった

N=870

全体

3%

2%

20%

38%

97%

52%

11%

22%

38%

5%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=391

岩手県

5%

3%

24%

41%

92%

61%

12%

23%

39%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=385

宮城県

1%

3%

17%

40%

97%

60%

11%

7%

27%

6%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=94

福島県岩手県 宮城県 福島県 全体 
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問３７． 津波の経験について 

• これまでの地震・津波の経験について、３県ともに「２０１０年のチリ地震津波」と「２０１
１年３月９日の三陸沖地震津波」が多い。 

• 「今回が初めてであった」と回答した方は2割程度である。 

全員が回答 Ｎ=870 

1%

43%

71%

72%

1%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=94

福島県

2%

35%

75%

68%

1%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=385

宮城県

6%

43%

65%

66%

2%

24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=391

岩手県

4%

40%

70%

67%

1%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1933年の昭和三陸沖地震

1960年のチリ地震津波

2010年のチリ地震津波

2011年3 月9 日の三陸沖地

震津波

その他

今回がはじめてであった

N=870

全体 岩手県 宮城県 福島県 全体 
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付問３７．１ 津波経験の今回の避難行動への影響について 

• これまでの津波の経験は、今回の避難行動に影響したと思うかについて、３県ともに
「影響したと思う」が半数を越えている。 

問37で「1～5」（過去の地震・津波災害時に被害があった地域や津波警
報等が発表された地域に住んでいた）を選択した人が回答 Ｎ=687 

59%

41%
福島県

Ｎ＝79
59%

41%
宮城県

Ｎ＝309

67%

33%

岩手県

Ｎ＝299

62%

38%

影響したと思う 影響しなかったと思う

全体

Ｎ＝687

62%

38%

影響したと思う

影響しなかったと思う

全体

Ｎ＝687
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付問３７．２ 津波経験の避難行動への影響 

• これまでの津波の経験がどのように影響したかについて、岩手県と宮城県では「過去
の経験より大きな揺れだったので、必ず津波が来ると考え、すばやく避難することが
できた」が最も多いのに対し、福島県は「過去に経験した津波が小さかったので、津
波注意報や警報を軽視していた」が最も多い。 

付問37.1で「1.影響したと思う」を選択した人が回答 Ｎ=429 

岩手県 宮城県 福島県 全体 

31%

32%

45%

8%

18%

4%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過去に大きな津波を経験した

ので、津波注意報や警報を注

視し、毎回避難するようして…

過去に経験した津波が小さ

かったので、津波注意報や警

報を軽視していた

過去の経験より大きな揺れ

だったので、必ず津波が来る

と考え、すばやく避難するこ…

過去の経験から津波の到来に

時間があると思い、避難が迅

速でなかった

これまでの津波の経験から、

今回は大きな津波は来ないと

思い、避難が迅速でなかった

その他

無回答

N=429

全体

41%

24%

47%

6%

10%

5%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過去に大きな津波を経験した

ので、津波注意報や警報を注

視し、毎回避難するようして…

過去に経験した津波が小さ

かったので、津波注意報や警

報を軽視していた

過去の経験より大きな揺れ

だったので、必ず津波が来る

と考え、すばやく避難するこ…

過去の経験から津波の到来に

時間があると思い、避難が迅

速でなかった

これまでの津波の経験から、

今回は大きな津波は来ないと

思い、避難が迅速でなかった

その他

無回答

N=201

岩手県

24%

35%

46%

10%

25%

4%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過去に大きな津波を経験した

ので、津波注意報や警報を注

視し、毎回避難するようして…

過去に経験した津波が小さ

かったので、津波注意報や警

報を軽視していた

過去の経験より大きな揺れ

だったので、必ず津波が来る

と考え、すばやく避難するこ…

過去の経験から津波の到来に

時間があると思い、避難が迅

速でなかった

これまでの津波の経験から、

今回は大きな津波は来ないと

思い、避難が迅速でなかった

その他

無回答

N=181

宮城県

13%

51%

30%

9%

23%

2%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過去に大きな津波を経験した

ので、津波注意報や警報を注

視し、毎回避難するようして…

過去に経験した津波が小さ

かったので、津波注意報や警

報を軽視していた

過去の経験より大きな揺れ

だったので、必ず津波が来る

と考え、すばやく避難するこ…

過去の経験から津波の到来に

時間があると思い、避難が迅

速でなかった

これまでの津波の経験から、

今回は大きな津波は来ないと

思い、避難が迅速でなかった

その他

無回答

N=47

福島県
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問３８． 昨年のチリ地震津波の際の避難行動 

• 昨年に発生したチリ遠地津波の時に避難したかどうかについて、３県ともに「避難して
いない」と回答した人が多い。 

• 岩手県では「避難して、警報が解除されるまで避難し続けた」と回答した人が約４０％
と他県より多い。 

問37で「3.2010年のチリ地震津波」を選択した人が回答 Ｎ=612 

31%

12%

52%

5%

避難して、警報が解除されるまで避難し続けた

避難したが、すぐに帰った

避難していない

全体

Ｎ＝612

40%

12%

45%

3%

岩手県

Ｎ＝255

27%

13%55%

5%

宮城県

Ｎ＝290

14%

5%

68%

13%

福島県

Ｎ＝67

31%

12%

52%

5%

避難して、警報が解除されるまで避難し続けた

避難したが、すぐに帰った

避難していない

覚えていない

全体

Ｎ＝612
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問３９． ２日前の三陸沖地震について 

• 今回の地震の２日前（平成２３年３月９日）の三陸沖地震の時に避難したかどうかに
ついて、岩手県と宮城県では「避難はしなかったが、テレビやラジオなどの地震や津
波情報や役場からの情報に用心した」が最も多いが、福島県では「津波が来ないと
思ったので何もしなかった」が最も多い。 

問37で「4.2011年3月9日の三陸沖地震津波」を選択した人が回答 Ｎ=587 

10%
5%

36%

5%

31%

13%

揺れが収まってから直ぐに避難した（テレビやラジオなどの

地震情報や津波情報を待たずに）
テレビやラジオなどの地震や津波情報や役場からの情報

を判断して、用心のため避難した
避難はしなかったが、テレビやラジオなどの地震や津波情

報や役場からの情報に用心した
その他

全体

Ｎ＝587

14%

5%

37%
6%

27%

11%

岩手県

Ｎ＝257

6%
5%

41%

6%

27%

15%

宮城県

Ｎ＝262

4%4%

16%

2%

59%

15%

福島県

Ｎ＝68

10%
5%

36%

5%

31%

13%

揺れが収まってから直ぐに避難した（テレビやラジオなどの地震

情報や津波情報を待たずに）

テレビやラジオなどの地震や津波情報や役場からの情報を判断

して、用心のため避難した

避難はしなかったが、テレビやラジオなどの地震や津波情報や

役場からの情報に用心した

その他

津波が来ないと思ったので何もしなかった

知らなかった（覚えていない）

全体

Ｎ＝587
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付問３９．１ ２日前の地震や津波が今回の避難行動に影響したか 

• ２日前の地震や津波が、今回の避難行動に影響したかについて、岩手県と宮城県で
は「２日前の地震と比べ、揺れが大きかったので津波が来ると思った」が多いが、福
島県では「２日前の地震と同様に、津波は来ないと思った」が多い。 

問39で「1～5」（2011年3月9日の三陸沖地震津波の際、避難したり情報に用心し
た又は津波は来ないと思い何もしなかった）を選択した人が回答 Ｎ=509 

51%

22%

24%

3%

全体

Ｎ＝509

59%
13%

25%

3%

２日前の地震と比べ、揺れが大きかったので津波

が来ると思った

２日前の地震と同様に、津波は来ないと思った

影響していないと思う

岩手県

Ｎ＝228
46%

26%

25%

3%

宮城県

Ｎ＝223

34%

45%

16%
5%

２日前の地震と比べ、揺れが大きかったので津波

が来ると思った

２日前の地震と同様に、津波は来ないと思った

影響していないと思う

福島県

Ｎ＝58

34%

45%

16%

5%

２日前の地震と比べ、揺れが大きかったので津波が来ると思った

２日前の地震と同様に、津波は来ないと思った

影響していないと思う

その他

福島県

Ｎ＝58
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問４０． 過去の地震・津波についての教訓や知恵を、聞いたことがありますか 

• 子供の頃、昔起きた地震や津波の教訓や知恵について、親や祖父母、近所の人から
聞いたことがあるかどうかについて、岩手県と宮城県では６０％以上が「ある」と回答
したのに対し、福島県では「ない」と回答した人の方が多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

67%

33%

ある ない

全体

Ｎ＝870

78%

22%

岩手県

Ｎ＝391

63%

37%

宮城県

Ｎ＝385

41%

59%

福島県

Ｎ＝94

67%

33%

ある

ない

全体

Ｎ＝870
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付問４０．１ 地震や津波について、子供の頃聞いた内容 

• 地震や津波について子供の頃に聞いた話は、３県ともに「大きな津波が来る前には
必ず海の水が大きく引く」が最も多い。 

• 福島県では「この場所は過去、津波が来たことがない」が約３６％と他県と比べて多
い。 

問40で「1.ある」を選択した人が回答 Ｎ=586 

81%

13%

2%

55%

20%

14%

18%

0% 20% 40% 60% 80%100%

大きな津波が来る前には

必ず海の水が大きく引く

海の水が引かずにいきな

り津波が来ることがある

地震のあと、大きな津波

は1 回しか来ない

津波は、川をさかのぼる

津波てんでんこ

この場所は過去、津波が

来たことがない

その他

N=586

全体

85%

14%

2%

62%

31%

9%

20%

0% 20% 40% 60% 80%100%

N=305

岩手県

78%

14%

2%

52%

10%

18%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=242

宮城県

69%

5%

3%

23%

3%

36%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=39

福島県岩手県 宮城県 福島県 全体 
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問４１． 住んでいた地区での、津波防災の取り組みについて 

 

全員が回答 Ｎ=870 

• 住んでいた地区での津波防災の取り組みについて、岩手県と宮城県では「自治会や
地区で津波避難訓練を行っていた」が多いのに対し、福島県では「地震・防災訓練は
行っていたが、津波は行っていない」が多い。 

7%

10%

4%

51%

16%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=94

福島県

34%

82%

16%

5%

3%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=391

岩手県

20%

58%

10%

19%

5%

15%

0% 20% 40% 60% 80%100%

小学生・中学生が津波避難

訓練を行っていた

自治会や地区で津波避難

訓練を行っていた

地震や津波に関する勉強

会や研修会を行っていた

地震・防災訓練は行ってい

たが、津波は行っていない

その他

分からない

N=870

全体

9%

46%

6%

26%

5%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=385

宮城県岩手県 宮城県 福島県 全体 
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付問４１．１ 津波に関する避難訓練や研修に参加したことがありますか 

• 津波に関する避難訓練や研修への参加について、岩手県では「ほとんど参加してい
た」が約40％、宮城県では約30％であるが、福島県では約10％である。 

問41で「1～5」（津波避難訓練又は地震防災訓練等を行っていた）を選択した人が回答 Ｎ=743 

33%

29%

38%

ほとんど参加していた 参加したことがある

参加したことがない

全体

Ｎ＝743

30%

31%

39%
宮城県

Ｎ＝295

10%

23%

67%

福島県

Ｎ＝79

33%

29%

38%

ほとんど参加していた

参加したことがある

参加したことがない

全体

Ｎ＝743

40%

29%

31%

0%

ほとんど参加していた

参加したことがある

参加したことがない

岩手県

Ｎ＝369
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問４２． 津波ハザードマップについて（地震前） 

• 地震前に津波ハザードマップを保管したり活用したりしていたかについて、岩手県の
活用度が若干高い。 

全員が回答 Ｎ=870 

9%

11%

12%

13%

55%

全体

Ｎ＝870

11%

16%

14%

21%

38%

岩手県

Ｎ＝391

8%
6%

11%

9%

66%

宮城県

Ｎ＝385

6%
9%

5%

3%

77%

福島県

Ｎ＝94

9%

11%

12%

13%

55%

自宅の壁などに貼っていた

自宅において、たまに見ていた

自宅においていたが、ほとんど見ていない

自宅においていない（役場などで見たことはある）

見た覚えがない

全体

Ｎ＝870
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問４３． 津波ハザードマップにおける自宅の浸水予想 

• 自宅が津波ハザードマップ上で浸水すると予想されていたかについて、岩手県では
約４９％が「浸水が予想されていた」であるのに対して、宮城県では「浸水が予想され
ていた」と「浸水しないことになっていた」が同程度の割合である。 

問42で「1～4」（津波ハザードマップを地震前に見たことがある）を選択した人が回答 Ｎ=394 

44%

32%

24%

0%

浸水が予想されていた
浸水しないことになっていた
分からない

全体

Ｎ＝394

49%

30%

20%

1%

岩手県

Ｎ＝243

35%

37%

28%

0%

宮城県

Ｎ＝129

6

6

10

0

福島県

Ｎ＝22

44%

32%

24%

0%

浸水が予想されていた

浸水しないことになっていた

分からない

その他

全体

Ｎ＝394
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問４４（１） 自宅にいて津波が襲来した時の、避難する場所について 

• 自宅にいて津波が襲来した時に避難する場所をどのように決めていたかについて、
岩手県、宮城県では「自治体であらかじめ決められていた」が最も多く、次いで「家族
で話し合って決めていた」が多い。福島県では、「決めていない」「自治体であらかじめ
決められていた」の順となっている。 

全員が回答 Ｎ=870 

32%

5%

24%

4%
0%

35%

福島県

Ｎ＝94

33%

10%

20%

5%
1%

31%

宮城県

Ｎ＝385

38%

10%
25%

8%

1%

18%

岩手県

Ｎ＝391

35%

10%
23%

6%
1%

25%

全体

Ｎ＝870

35%

10%
23%

6%

1%

25%

自治体であらかじめ決められていた

地区で相談して決めていた

家族で話し合って決めていた

自分自身で決めていた

その他

決めていない

全体

Ｎ＝870
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問４４（２） 自宅にいて津波が襲来した時の、避難する場所について 

• 自宅にいて津波が襲来した時に避難すると決めていた場所について、３県ともに「公
民館や学校など市町が指定した避難場所」が多い。 

問44.（1）で「1～5」（自宅にいて津波が襲来した時に、避難する場所を決めていた）を選択した人が回答 Ｎ=650 

1%

0%

60%
6%

4%

27%
2%

自宅の2 階以上

自宅のあるマンションの上層階

公民館や学校など市町が指定した避難場所

高台にある親戚・知人宅

近くの高い建物（津波避難ビルなど）

津波の危険がない、屋外の高台

津波の危険がない、内陸部

全体

Ｎ＝650

1%

0%

60%

6%

4%

27%

2%

全体

Ｎ＝650

1%

1%

55%

9%

3%

28%

3%

岩手県

Ｎ＝322

1%

0%

65%3%

6%

23%

2%

宮城県

Ｎ＝267

0%

64%
3%0%

31%

福島県

Ｎ＝61
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付問４４．１ 避難する際に、想定していた移動手段 

• 自宅にいて津波が襲来した時に避難すると決めていた場所までの移動手段について、
岩手県、宮城県では「徒歩」が多いのに対し、福島県では「自動車」が多い。 

問44.1で「1～5」（自宅にいて津波が襲来した時に、避難する場所を決めていた）を選択した人が回答 Ｎ=650 

33%

62%

福島県

Ｎ＝61

62%3%

32%

3%

宮城県

Ｎ＝267

77%

1%

21%

1%

岩手県

Ｎ＝322

67%

2%

29%

2%

徒歩 自転車、バイク 自動車 その他

全体

Ｎ＝650

67%

2%
29%

2%

徒歩

自転車、バイク

自動車

その他

全体

Ｎ＝650
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付問４４．２ その避難場所までの所要時間（分） 

• 自宅にいて津波が襲来した時に避難すると決めていた場所までの所要時間について、
３県ともに「１０分以下」が約７０％以上を占めている。 

問44.1で「1～5」（自宅にいて津波が襲来した時に、避難する場所を決めていた）を選択した人が回答 Ｎ=650 

81%

15%

2%1%
0% 0%

0%
1%

宮城県

Ｎ＝267

90%

9%

0%0%
0% 0%

0%
1%

岩手県

Ｎ＝322

84%

12%

1%1%
0% 0%

0%
2%

10分以下 11～20分 21～30分
31～60分 61～120 分 121 ～180 分
181 分以上 無回答

全体

Ｎ＝650

84%

12%

1%1%
0% 0%

0%
2%

10分以下 11～20分 21～30分

31～60分 61～120 分 121 ～180 分

181 分以上 無回答

74%

15%

3%
2%
0%

7%

福島県

Ｎ＝61
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問４５ 今回の経験を経て得た教訓・後世に伝えたいこと 

124 

• 大きな揺れを感じたら、すぐに避難する。 
• ここなら津波は来ないだろうと思い込むのは危険である。 
• 過去の津波経験がマイナスに働くことがあり、経験にとらわれないことも重要である。 

• 緊急時に持って行く物を事前に準備しておくことが重要である。 
• 高いところへ逃げる。忘れ物をしても、絶対に取りに帰らない。 
• 車で避難した時、渋滞や周りの状況が把握しにくい時には、車から降りて逃げろ。 
• 安全な場所を自分で判断できるようにしておく。 
• 高台への避難路を整備してほしい。 

今回の経験を経て、得られた教訓や後世に伝えたいことについて、住民からは以下
のような主な意見があった。（自由回答） 

• 津波警報が発表されたら、すぐに避難する。 
• 停電になっても使用できるラジオや、携帯電話などの連絡手段を確保しておく。 
• 被害に遭わないようにするためには、避難時にも地震や津波の状況を知ることが重要である。 
• 避難指示は、もっと緊急性を持って伝えるべきである。 

• これまでの形式的な避難訓練ではなく、もっと現実的な訓練内容を考えるべきである。 



Ｆ１． 性別 

• 回答者の性別は、３県ともに女性が多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

41%

59%

宮城県

Ｎ＝385

40%

60%

岩手県

Ｎ＝391

40%

60%

男 女

全体

Ｎ＝870

40%

60%

男 女

全体

Ｎ＝870

35%

65%

福島県

Ｎ＝94
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Ｆ２． 年齢 

• 回答者の年齢は、３県ともに７０代以上が多く、５０代・６０代・７０代以上が半数以上を
占めている。 

全員が回答 Ｎ=870 

0%
2%

11%

17%

14%

25%

31%

岩手県

Ｎ＝391

0%
4%

12%

9%

19%

28%

28%

宮城県

Ｎ＝385

0%
3%

11%

13%

17%

27%

29%

10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代以上

全体

Ｎ＝870

0%
3%
11%

13%

17%27%

29%

10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代以上

2%
2% 10%

9%

19%

27%

32%

0%

福島県

Ｎ＝94
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Ｆ３． 職業 
全員が回答 Ｎ=870 

• 回答者の職業は、「会社員」、「主婦」、「無職」の方が７割程度を占めている。 

6% 4%

8%
1%

21%

1%
21%

1%

29%

8%

漁業従業者 農業従業者
自営業 旅館・民宿
会社員 公務員（教員も含む）

全体

Ｎ＝870

6% 1%

9%

1%

22%

2%
20%

1%

31%

7%

岩手県

Ｎ＝391

4% 8%

7%
0%

19%

1%

22%

1%

28%

10%

宮城県

Ｎ＝385

16%

6%

6%
0%

22%
0%

19%

1%

24%

6%

福島県

Ｎ＝94

6%4%
8%
1%

21%

1%21%

1%
29%

8%

漁業従業者 農業従業者

自営業 旅館・民宿

会社員 公務員（教員も含む）

主婦 学生

無職 その他

全体

Ｎ＝870
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Ｆ４． 地域での役割 
全員が回答 Ｎ=870 

• 地域で「自治会長」等の役割を担う方は、1割弱である。 

1%

2%

2%

1%

0%

94%

自治会長 自主防災組織組員
消防団員 民生委員
訪問介護員 無回答

全体

Ｎ＝870

0%

2%

3%

1%

1%

93%

自治会長 自主防災組織組員
消防団員 民生委員
訪問介護員 無回答

岩手県

Ｎ＝391

1%

2%

3%

0%

0%

94%

宮城県

Ｎ＝385

2%

2%

2%

0%

1%

93%

福島県

Ｎ＝94

0%
2%
3%

1%
1%

93%

自治会長 自主防災組織組員

消防団員 民生委員

訪問介護員 無回答

岩手県

Ｎ＝391
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Ｆ６． 居住年数 

• 地域での居住年数について、３県ともに３１年以上の回答が半数以上を占め、長年こ
の土地に居住していることが分かる。 

全員が回答 Ｎ=870 

1%5%
9%

10%

18%

22%

35%

福島県

Ｎ＝94

7%
6%

12%

13%

27%

11%

24%

宮城県

Ｎ＝385

9%
6%

12%

9%

18%

20%

26%

岩手県

Ｎ＝391

7%
6%

12%

11%

22%

16%

26%

5 年以下 6 ～10年 11～20年 21～30年

31～40年 41～50年 51年以上

全体

Ｎ＝870

7%6%
12%
11%

22%16%

26%

5 年以下 6 ～10年 11～20年 21～30年

31～40年 41～50年 51年以上

全体

Ｎ＝870
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Ｆ７．１ 同居人数 

• 同居の家族の人数について、「３人」以上と回答した方は全体の半分以上を占める。
一方、単身者は岩手県はや15％、宮城県は約９％、福島県は約５％である。 

全員が回答 Ｎ=870 

11%

28%

18%

13%

11%

19%

1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人以上

全体

Ｎ＝870

15%

31%

16%

12%

12%

14%

岩手県

Ｎ＝391

9%

27%

21%

14%

9%

20%

宮城県

Ｎ＝385

5%

17%

14%

12%15%

37%

福島県

Ｎ＝94

11%

28%

18%

13%

11%

19%

1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人以上

全体

Ｎ＝870
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Ｆ７．２ 当時自宅にいた人数 

• 地震が起きた時に自宅にいた人数について、自宅に人がいないのは1割程度または
それより尐ない。およそ半数以上が自宅に「2人」以上いたと回答している。 

全員が回答 Ｎ=870 

3%

18%

33%

28%

10%

4% 4%

福島県

Ｎ＝94

11%

27%

36%

16%

7% 2%

1%

宮城県

Ｎ＝385

11%

40%32%

10%
5% 1%

1%

岩手県

Ｎ＝391

10%

32%

34%

15%

6% 2%

1%

0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人以上

全体

Ｎ＝870

10%

32%

34%

15%

6% 2%

1%

0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人以上

全体

Ｎ＝870
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Ｆ７．３ そのうち避難した人数 

• 地震が起きた時に自宅にいた人数のうち、地震発生直後に避難した人数について、
岩手県では「１人」が最も多く、宮城県と福島県では「２人」が最も多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

13%

42%
29%

10%
5%0%

1%

岩手県

Ｎ＝391

17%

25%

34%

15%

6% 2%

1%

宮城県

Ｎ＝385

4%

19%

32%

27%

10%

4% 4%

福島県

Ｎ＝94

14%

32%

32%

14%

6% 1%

1%

0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人以上

全体

Ｎ＝870

14%

32%

32%

14%

6% 1%

1%

0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人以上

全体

Ｎ＝870
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Ｆ８． 災害時要援護者名簿に登録されていましたか 

• 市町村が整備している災害時要援護者名簿への登録について、登録されていると回
答した方は数％程度である。 

全員が回答 Ｎ=870 

0%

46%
54%

福島県

Ｎ＝94

3%

59%

38%

宮城県

Ｎ＝385

4%

64%

32%

岩手県

Ｎ＝391

3%

60%

37%

はい いいえ 分からない

全体

Ｎ＝870

3%

60%

37%

はい いいえ 分からない

全体

Ｎ＝870
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14%

37%

11%

49%

0% 20% 40% 60%

N=385

Ｆ９． 地震が起きた時、一緒に住んでいた方 

• 地震が起きた時、一緒に住んでいた方について、避難の際、援助が必要な可能性の
ある人と一緒に住んでいた方は岩手県、宮城県では半数強である。 

全員が回答 Ｎ=870 

N=391 
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14%

42%

9%

46%

0% 20% 40% 60%

小学生以下の子供

70歳以上のお年寄り

体の不自由な人・寝たきりの人

そのような人はいない

N=870

全体

13%

44%

7%

45%

0% 20% 40% 60%

N=391

22%

50%

10%

35%

0% 20% 40% 60%

N=94

岩手県 宮城県 福島県 全体 



Ｆ１０．  いつでも利用できる自家用車の有無 

• いつでも利用できる自家用車の有無について、３県ともに７０％を超え、高い車所有
率を示している。 

全員が回答 Ｎ=870 

94%

6%

福島県

Ｎ＝94

85%

15%

宮城県

Ｎ＝385

77%

23%

岩手県

Ｎ＝391

82%

18%

ある ない

全体

Ｎ＝870

82%

18%

ある ない

全体

Ｎ＝870
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Ｆ１１． 家の構造 

• 家の構造については、「木造」が9割程度と多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

85%

5%
7% 3%

岩手県

Ｎ＝391

89%

3%
6%2%

木造 鉄骨 鉄筋コンクリート わからない

全体

Ｎ＝870

89%

3%
6%2%

木造 鉄骨 鉄筋コンクリート わからない

全体

Ｎ＝870

98%

0%
2%

0%
0%

木造 鉄骨
鉄筋コンクリート わからない
無回答

福島県

Ｎ＝94

90%

3%
5%2%0%

木造 鉄骨
鉄筋コンクリート わからない
無回答

宮城県

Ｎ＝385

136 



0

14

9

3

1
2

0

１階建て ２階建て ３階建て

４階建て ５階建て ６階建て以上

無回答

岩手県

Ｎ＝29

0

6

0

4
0

3

4

１階建て ２階建て ３階建て

４階建て ５階建て ６階建て以上

無回答

宮城県

Ｎ＝17

Ｆ１１． 鉄筋コンクリートの階数（建物の階数） 

• 家の構造において、鉄筋コンクリートでの建物の階数は「２階建て」が多い。 

F11で「3.鉄筋コンクリート」を選択した人が回答 Ｎ=48 

0%

46%

19%

15%

2%

10%

8%

１階建て ２階建て ３階建て

４階建て ５階建て ６階建て以上

無回答

全体

Ｎ＝48

0%

46%

19%

15%

2%

10%

8%

１階建て ２階建て ３階建て
４階建て ５階建て ６階建て以上
無回答

全体

Ｎ＝48
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0 

2 

0 0 0 0 

１階建て ２階建て ３階建て

４階建て ５階建て ６階建て以上

無回答

福島県

Ｎ＝2



Ｆ１１． 鉄筋コンクリートの階数（住居階） 

• 家の構造において、鉄筋コンクリートでの住居階は「１階」「２階」が多い。 

F11で「3.鉄筋コンクリート」を選択した人が回答 Ｎ=48 

31%

38%

8%

4%
2%

4%

13%

１階建て ２階建て ３階建て
４階建て ５階建て ６階建て以上
無回答

全体

Ｎ＝48

12

11

3

1 1

0

1

岩手県

Ｎ＝29

2

6

110

2

5

宮城県

Ｎ＝17
11

00000

福島県

Ｎ＝2

31%

38%

8%
4%2%4%13%

１階建て ２階建て ３階建て

４階建て ５階建て ６階建て以上

無回答

全体

Ｎ＝48
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Ｆ１２． 戸別受信機の有無 

• 防災行政無線の戸別受信機の有無については、３県ともに「戸別受信機はなかった」
と回答した方が8割から9割程度と多い。 

全員が回答 Ｎ=870 

3%1%

96%

福島県

Ｎ＝９４

5%1%

94%

宮城県

Ｎ＝３８５

14%

8%

78%

岩手県

Ｎ＝391

9%4%

87%

戸別受信機があって、いつでも聞こえる状態に

なっていた

戸別受信機はあったが、音がしぼってあったり、故

障などで聞こえない状態だった

戸別受信機はなかった

全体

Ｎ＝870
9%

4%

87%

全体

Ｎ＝870
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